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民 生 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２３年１０月１９日（水）午前１０時　５分　開会

　　　　　　　　　　　　　　午後　５時２５分　散会

１．場所

大会議室

１．出席委員

委 員 長 森内一蔵  副委員長 本保加津枝 委　　員 南野直司

委　　員 弘　　豊  委　　員 山崎雅数  委　　員 嶋野浩一朗

１．欠席委員

なし　

１．説明のため出席した者

市　長　森山一正 副市長　小野吉孝

生活環境部長　杉本正彦 同部次長　井口久和

同部参事兼産業振興課長　鈴木康之　　　同部参事兼環境政策課長　土井正治

自治振興課長　門川好博　市民課長　船寺順治 環境業務課長　早川　茂

環境センター長　上村裕幸

保健福祉部長　福永冨美子　同部次長兼国保年金課長　堤　守

同部参事兼高齢介護課長　山田雅也　　保健福祉課長　前野さゆみ　

生活支援課長　東澗順二　高齢介護課参事兼地域包括支援センター長　川口敦子

障害福祉課長　吉田量治 市民活動支援課長代理　中尾昌志

１．出席した議会事務局職員
事務局長　寺本敏彦 同局書記　寺前和恵


１．審査案件（審査順）

認定第１号　平成２2年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分

認定第７号　平成２2年度摂津市パートタイマー等退職金共済特別会計歳入歳出決算

認定の件

認定第３号　平成２2年度摂津市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件

認定第４号　平成２2年度摂津市老人保健医療特別会計歳入歳出決算認定の件

認定第９号　平成２2年度摂津市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件

認定第８号　平成２2年度摂津市介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件
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（午前１０時５分　開会）

○森内一蔵委員長　ただ今から民生常任

委員会を開会いたします。

　理事者から、あいさつを受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。きょ

うもすばらしい秋晴れになりましたけれ

ども、スポーツ、文化の秋たけなわと言

いますか、各委員におかれましては、行

事等々何かとお忙しいところ当委員会を

お持ちいただきましてありがとうござい

ます。

　本日は、平成２２年度の歳入歳出決算

認定の件所管分についてご審査いただく

わけでございますが、どうぞ慎重審査の

上、ご認定いただきますようよろしくお

願いいたします。

　一たん中座をさせていただきます。

○森内一蔵委員長　あいさつが終わりま

した。

　本日の委員会記録署名委員は、本保委

員を指名いたします。

　審査の順序につきましては、お手元に

配付しております案のとおり行うことに

異議ありませんでしょうか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○森内一蔵委員長　異議なしと認め、そ

のように決定いたします。

　暫時休憩いたします。

（午前１０時６分　休憩）

（午前１０時７分　再開）

○森内一蔵委員長　再開をいたします。

　認定第１号所管分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　福永保健福祉部長。

○福永保健福祉部長　それでは、認定第

１号、平成２２年度摂津市一般会計歳入

歳出決算のうち保健福祉部が所管してお

ります事項につきまして、目を追ってそ

の主なものについて補足説明をさせてい

ただきます。

　まず、歳入でございますが、３０ペー

ジ、款１２、分担金及び負担金、項１、

負担金、目１、民生費負担金のうち保健

福祉部にかかりますものは、社会福祉費

負担金及び児童福祉費負担金のうち助産

施設入所負担金、つくし園利用者負担金

で、前年度に比べ６．５％、３，８２９

万８，０１６円の増となっております。

これは、主に市立施設の障害福祉サービ

スにかかる介護給付費の増によるもので

ございます。

　３４ページ、項２、手数料、目２、衛

生手数料のうち保健福祉部にかかります

ものは、飼犬登録手数料、狂犬病予防注

射済票交付手数料等で、前年度に比べ２．

２％、１万５００円の減となっておりま

す。

　３６ページ、款１４、国庫支出金、項

１、国庫負担金、目１、民生費国庫負担

金のうち保健福祉部にかかりますものは、

社会福祉費負担金、身体障害者福祉費負

担金、児童福祉費負担金のうち特別児童

扶養手当施行事務費負担金及び助産施設

負担金、生活保護費等負担金で、前年度

に比べ９．４％、１億９，１４５万３，

４７４円の増となっております。増額の

主な要因は、障害者自立支援給付費等負

担金及び生活保護費等負担金の増による

もので、障害者自立支援給付費等負担金

の増加は、障害福祉サービスの利用者の

増、また生活保護費等負担金の増加は、

対象者の増によるものでございます。

　３８ページ、項２、国庫負担金、目１、

民生費国庫補助金のうち保健福祉部にか

かりますものは、社会福祉費補助金及び

生活保護費補助金で、前年度に比べ４３．

４％、２，９３７万８，０００円の減と

なっております。これは、前年度の生活

保護システム構築が終了したことにより、
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生活保護適正実施推進事業補助金が減と

なったことなどによるものでございます。

　目２、衛生費国庫補助金は、前年度に

比べ５５．３％、５４２万５，０００円

の減となっております。乳がん検診及び

子宮がん検診での無料クーポン制度の導

入にかかる、女性特有のがん検診推進事

業補助金の補助割合が２分の１となった

ことによるものでございます。

　４０ページ、項３、委託金、目２、民

生費委託金のうち保健福祉部にかかりま

すものは社会福祉費委託金で、前年度に

比べ６．０％、１２９万８，３７１円の

減となっております。

　４２ページ、款１５、府支出金、項１、

府負担金、目１、民生費府負担金のうち

保健福祉部にかかりますものは、社会福

祉費負担金、身体障害者福祉費負担金、

児童福祉費負担金のうち助産施設負担金

及び知的障害児通園施設給付負担金、生

活保護費負担金で、前年度に比べ３．６

％、２，１３８万６５８円の増となって

おります。これは、国民健康保険基盤安

定負担金の増や、障害者自立支援給付費

等負担金の増などによるものでございま

す。

　４４ページ、項２、府補助金、目２、

民生費府補助金のうち保健福祉部にかか

りますものは、社会福祉費補助金、老人

福祉費補助金、身体障害者福祉費補助金、

知的障害者福祉費補助金、老人医療費補

助金、身体障害者医療費補助金、生活保

護費補助金で、前年度に比べ５．２％、

９８９万８，２０７円の増となっており

ます。これは、主に生活保護費補助金に

おいて、住宅手当緊急特別措置事業補助

金、生活保護受給者向け就労支援事業補

助金が国庫補助から組み替えとなり増加

したことによるものでございます。

　４６ページ、目３、衛生費府補助金の

うち保健福祉部にかかりますものは、妊

婦健康診査公費負担促進補助金、新型イ

ンフルエンザワクチン接種費用負担軽減

交付金などで、前年度に比べ２．１％、

４３万１，３８７円の増となっておりま

す。

　５０ページ、項３、委託金、目２、民

生費委託金は、障害児（者）地域療育等

支援事業委託金で、前年度に比べ５．７

％、１１万７，９２０円の減となってお

ります。

　５２ページ、款１７、寄附金、項１、

寄附金、目１、寄附金は、地域福祉課へ

の寄附でございます。

　款１８、繰入金、項１、特別会計繰入

金、目２、介護保険特別会計繰入金は、

市負担にかかる過年度精算金でございま

す。

　目３、老人保健医療特別会計繰入金は、

老人保健医療特別会計の閉鎖に伴う精算

金でございます。

　５４ページからの款１９、諸収入、項

４、雑入、目２、雑入のうち保健福祉部

にかかりますものは、５８ページの健康

推進課、地域福祉課、生活支援課、障害

福祉課、国保年金課分で、各種検診自己

負担金、予防接種自己負担金、生活保護

法による返還金・徴収金、一部負担金相

当額等一部助成返還金などでございます。

　続きまして、歳出でございますが、７

６ページ、款２、総務費、項１、総務管

理費、目１、一般管理費のうち水道事業

会計繰出金は、水道料金減免事業にかか

りますもので、前年度に比べ５．４％、

１１０万９５円の増となっております。

　１０４ページ、款３、民生費、項１、

社会福祉費、目１、社会福祉総務費は、

人件費を除き前年度に比べ０．５％、１，

１１９万３３３円の減となっております。

内容は、地域福祉課にかかる経常経費や
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広域連合医療給付費等負担金などの負担

金、補助金及び国民健康保険特別会計な

どへの繰出金が主なものでございます。

　１０８ページ、目２、老人福祉費は、

前年度に比べ２．６％、１，３１６万８，

３５４円の増となっております。これは、

施設介護サービス委託料の増などによる

ものでございます。

　１１０ページ、目３、国民年金総務費

及び１１２ページ、目４、国民年金事務

費は、国民年金事務にかかる経常経費で

ございます。

　目５、老人医療助成費は、前年度に比

べ１．５％、２４３万２６円の減となっ

ております。

　目６、障害者医療助成費は、前年度に

比べ７．６％、８４５万５，５９４円の

増となっております。

　目７、障害福祉費は、前年度に比べ８．

７％、１億２，３７０万５７１円の増と

なっております。これは、障害福祉サー

ビス費等給付費の増などによるものでご

ざいます。

　１１６ページ、項２、児童福祉費、目

１、児童福祉総務費のうち保健福祉部に

かかりますものは、助産施設運営費負担

金でございます。

　１２４ページ、項３、生活保護費、目

１、生活保護総務費は、人件費を除き前

年度に比べ６０．３％、２，２７０万７

１円の減となっております。これは、前

年度の生活保護システム委託料が終了し

たことによるものでございます。

　１２６ページ、目２、扶助費は、前年

度に比べ７．４％、１億６，２２５万６，

３６３円の増となっております。これは、

対象者の増によるものでございます。

　項５、災害救助費、目１、災害救助費

は、平成２３年３月８日、千里丘東５丁

目の火災の際に、避難者に対して食糧費

を支出したものでございます。

　款４、衛生費、項１、保健衛生費、目

１、保健衛生総務費のうち保健福祉部に

かかりますものは、保健センター及び休

日応急診療所の管理委託料、また三師会、

夜間休日応急診療所、三次救命救急セン

ター等の補助金、負担金などが主なもの

で、人件費を除き前年度に比べ３３．７

％、２，５９７万３，４７６円の増となっ

ております。これは、主に保健センター

管理委託料の増によるものでございます。

　１２８ページ、目２、予防費は、前年

度に比べ４．８％、１，１１２万１９９

円の増となっております。これは、各種

予防接種委託料の増などによるものでご

ざいます。

　１３２ページ、目３、環境衛生費は、

前年度に比べ２６．７％、１７０万３，

５３７円の増で、これは新たに樹木消毒

等を委託したことになどによるものでご

ざいます。

　以上、保健福祉部が所管いたしており

ます平成２２年度一般会計歳入歳出決算

についての補足説明とさせていただきま

す。

○森内一蔵委員長　続いて、杉本生活環

境部長。

○杉本生活環境部長　認定第１号、平成

２２年度摂津市一般会計歳入歳出決算の

うち生活環境部にかかわる部分につきま

して、目を追ってその主なものについて

補足説明をさせていただきます。

　まず、歳入でございますが、３０ペー

ジ、款１３、使用料及び手数料、項１、

使用料、目１、総務使用料のうちコミュ

ニティプラザ使用料及び駐車場使用料は、

昨年７月にオープンいたしましたコミュ

ニティプラザの会議室等及び施設に併設

しております自動車駐車場の使用料でご

ざいます。
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　目２、民生使用料のうち文化ホール使

用料等、自治振興課にかかわるものは、

前年度に比べ５．６％の増となっており

ます。

　３２ページ、目３、衛生使用料のうち

市営葬儀使用料等、生活環境部にかかわ

るものは、前年度に比べ６．１％の減と

なっております。

　３４ページ、項２、手数料、目１、総

務手数料のうち市民課にかかわるものは、

前年度に比べ０．２％の増となっており

ます。

　目２、衛生手数料のうち塵芥処理手数

料等、生活環境部にかかわるものは、前

年度に比べ０．９％の増となっておりま

す。

　鳥獣登録手数料は、メジロの飼養登録

等事務にかかわる手数料でございます。

　３６ページ、目３、農林水産業手数料

のうち農業委員会手数料１，８００円は、

非農地証明の手数料でございます。

　４０ページ、款１４、国庫支出金、項

３、委託金、目１、総務費委託金のうち

戸籍住民基本台帳費委託金は、前年度に

比べ４．０％の減となっております。

　４２ページ、款１５、府支出金、項２、

府補助金、目１、総務費府補助金のうち

権限移譲交付金は、町・字の新設等に関

する事務交付金でございます。

　４６ページ、目３、衛生費府補助金の

うち公害対策費補助金は、騒音・振動・

悪臭対策等の事務にかかわる補助金でご

ざいます。

　違法屋外広告物除去事務経費補助金は、

違法簡易看板除去にかかわる補助金でご

ざいます。

　鳥獣飼養登録事務費交付金は、大阪版

地方分権推進制度実施要綱の規定による

交付金でございます。

　また、グリーンニューディール基金市

町村補助金は、市庁舎、環境センター及

びストックヤードの省エネ化改修事業に

かかわる補助金でございます。

　目４、農林水産業費府補助金は、主に

農業委員会運営にかかわる補助、米の生

産調整推進にかかわる事務費補助でござ

います。

　目５、商工費府補助金は、事務移譲に

かかわる定額補助、地方消費者行政活性

化及び商業活性化にかかわる補助金の交

付を受けたものでございます。

　４８ページ、項３、委託金、目１、総

務費委託金のうち戸籍住民基本台帳費委

託金は、前年度に比べ８．２％の増となっ

ております。

　５０ページ、款１６、財産収入、項１、

財産運用収入、目１、財産貸付収入のう

ち市民活動支援課にかかわるものは、南

千里丘まちづくり事業の中で、摂津警察

署北隣りの土地貸付収入でございます。

　５２ページ、款１７、寄附金、項１、

寄附金、目１、寄附金は、産業振興課に

かかわります一般寄附金となっておりま

す。

　款１８、繰入金、項２、基金繰入金、

目３、墓地管理基金繰入金は、墓地管理

基金を取り崩して一般会計に計上したも

ので、前年度に比べ２２．１％の増となっ

ております。

　５４ページ、款１９、諸収入、項３、

貸付金元利収入、目２、中小企業事業資

金融資預託金収入は、前年度と同額となっ

ております。

　５６ページから５８ページ、項４、雑

入、目２、雑入のうち生活環境部にかか

わります主なものは、文化ホール入場料、

商品券売上金、南千里丘まちづくり協力

金等で、前年度に比べ９０．６％との増

となっております。

　続きまして、歳出でございますが、８

－5－



０ページ、款２、総務費、項１、総務管

理費、目７、都市交流費は、国際交流嘱

託員報酬や、国際交流協会補助金、本市

の友好都市でありますオーストラリアバ

ンダバーグ市で開催されました、サッカー

交流試合に青少年サッカーチームを派遣

した補助金等にかかわる経費でございま

す。

　８４ページ、目１１、防犯対策費は、

防犯灯の電気料金や維持管理費補助金並

びに防犯協会の負担金等にかかわる経費

でございます。

　８６ページ、目１４、自治振興費は、

地区振興委員等の報酬のほか、自治会に

対する広報紙等の配布手数料、地域活性

化事業並びに摂津まつり振興会への補助

金が主なものでございます。

　８８ページ、目１５、コミュニティプ

ラザ費は、平成２１年度から繰り越しま

したコミュニティプラザオープンに際し

ての市による施設追加工事、及び施設備

品の調達にかかわる経費、７月開業後の

公共施設予約システムの運用、維持管理

にかかわる経費でございます。

　９６ページ、項３、戸籍住民基本台帳

費、目１、戸籍住民基本台帳費の主なも

のは、戸籍、住民基本台帳事務事業及び

市民サービスコーナー事務事業等にかか

わる経費でございます。

　次に、１２６ページ、款３、民生費、

項４、生活文化費、目１、生活文化総務

費は、財団法人摂津市施設管理公社への

事業委託にかかわる経費並びに旧保健セ

ンターの改修工事にかかわる経費が主な

ものでございます。

　目２、文化ホール費は、文化ホールの

運営にかかわる舞台照明装置及びステー

ジスピーカーの借上料でございます。

　次に、１３２ページ、款４、衛生費、

項１、保健衛生費、目４、公害対策費は、

大気、水質、騒音振動対策等にかかわる

経費でございます。

　目５、環境政策費の主なものは、地球

温暖化防止地域計画策定委託料のほか、

環境保全の啓発事業にかかわる経費でご

ざいます。

　目６、斎場費は、市営葬儀及び火葬場

にかかわる経費でございます。

　１３４ページ、目７、墓地管理費は、

市営墓地にかかわる経費でございます。

　同じく、１３４ページ、項２、清掃費、

目１、清掃総務費は、一般廃棄物の収集、

処理事業にかかわる経常的な経費でござ

います。

　１３６ページ、目２、塵芥処理費の主

なものは、再生資源集団回収等にかかわ

る報償金、ストックヤード運営にかかわ

る経費、可燃・不燃・資源ごみの収集運

搬、不燃ごみの中間処理、選別委託料等

でございます。

　１４０ページ、目４、環境センター費

は、環境センターでの可燃ごみ焼却処理

経費のほか、３号炉及び４号炉の維持管

理にかかわる経費でございます。

　１４２ページ、款５、農林水産業費、

項１、農業費、目１、農業委員会費は、

農業委員報酬及び農業委員会の運営事務

にかかわる経費でございます。

　目２、農業総務費は、農業改良委員報

酬、大阪北部農業共済組合への負担金が

主な経費でございます。

　１４４ページ、目３、農業振興費は、

地域米消費拡大対策事業委託料、市民農

園設置委託料、鳥飼なす保存委託料のほ

か、農業祭実行委員会補助金、花とみど

りの補助金が主な経費でございます。

　１４６ページ、款６、商工費、項１、

商工費、目１、商工総務費は、事務管理

費等の経常経費や労働相談にかかわる相

談員の報償金等でございます。
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　目２、商工振興費は、商業活性化対策

の事業補助や中小企業事業資金融資預託

金、企業誘致奨励金等の商工振興策にか

かわる経費でございます。

　１４８ページ、目３、消費対策費は、

消費生活相談ルームの運営にかかわる経

費でございます。

　以上、歳入歳出決算の補足説明とさせ

ていただきます。

○森内一蔵委員長　説明が終わり、質疑

に入ります。質疑のある方。

　山崎委員。

○山崎雅数委員　それでは、一般会計決

算に関する質問をさせていただきます。

　歳入のほうで決算書の３０ページ、文

化ホール使用料、当初予算３９２万円が

４１６万円に、正雀市民ルーム使用料、

当初予算４１５万円が３４３万円になっ

てます。予算審査のときに、３年間の平

均を参考にして組んでおられると聞きま

したけれども、減少傾向にあるというよ

うな話を予算のときにしてましたけれど

も、それは使い方ということによるんで

しょうけれども、この予算との違いをど

う考えておられるのか。正雀市民ルーム

はことし料金改定もありました。最近の

利用状況などつかんでおられればお聞か

せいただきたいと思います。

　コミュニティプラザ施設等使用料は、

７月からで途中からなんですけれども同

様に、当初予算額６９４万円が５３７万

円に、これをどう考えていったらいいの

かということを聞きたいと思います。

　３２ページ、市営葬儀使用料とメモリ

アルホールの使用料、これも減額の予算

でしたが、当初３，８２４万円に対して

更に３，４２２万円、３，１３６万円に

対して２，５２６万円と更に減っていま

す。このあたりをどう見るかお聞かせい

ただきたいと思います。

　３４ページの一般廃棄物焼却手数料で

すけれども、予算のときはごみ減量の話

もしまして、大分減ってきて頑張ってる

という話をしてましたけれども、今回は

当初とほとんど狂いなく、外からの持ち

込みですけれども手数料が少しふえてま

すけれども、ごみ減量の点からはどうか。

事務報告書で見ると、焼却量は平成２１

年と同等ですけれども、灰の量がふえて

る感じなので、ごみの質などの点でどう

かということをお聞きしたいと思います。

　それから、４６ページの、グリーンニュー

ディール基金市町村の補助金が４，００

０万円入っておるわけですけれども、ス

トックヤード、リサイクルプラザに太陽

光発電を入れると。ストックヤードの改

修、省エネ化、環境センターの向上と３

号炉の空調設備省エネ化、照明設備、そ

れから市庁舎の本館１階通路の照明設備

というようなことで紹介されておったん

ですけれども、この４，０００万円とい

うか、当然その補助金以上の整備をされ

たと思うんですけれども、中身ですね、

大体どれにどのぐらいかかったかという

のを、明細を聞かせていただけるとあり

がたいと思います。

　それから、４６ページの新型インフル

エンザワクチンですね、途中ヒブワクチ

ンいろいろ事故などありましたけれども、

運用はしっかりしていただいてるかと思

うんですが、改めて状況を聞かせていた

だきたいと思います。流行のシーズンは、

冬を越えて年度をまたぐような運用があっ

たのかどうかなど聞きたいと思います。

　それから、同じく４６ページの自殺対

策緊急強化事業補助金の１１８万円です

けれども、パンフレットとか相談の情報

提供と。２月には何か出たというふうな

ことを聞きましたけれども、結果をお聞

かせいただきたいと。効果のほうはまた
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あとということになるかと思うんですが。

　５０ページの障害児（者）地域療育等

支援事業委託金が、一昨年から上限が倍

になりましたということで増額されてお

るわけですけれども、どういう使われ方

をしておるのか聞きたいと思います。

　５６ページの市民農園の利用料ですね。

予算どおりで事務報告書によりますと、

参加団体もふえてしっかり皆さんお支払

いいただいてると。土の改良とか排水の

改良とか、要望が寄せられておるという

ことをお話しさせてもらったんですけれ

ども、事業内容について教えていただき

たい。この利用料でいうと１９５万円で

すけれども、設置委託料は９万８，００

０円、市民サービスというかその辺の事

業内容についてお聞かせいただきたいと

思います。

　生活保護法による返還金・徴収金なん

ですけれども、予算ですけれども５３９

万円で決算が２，６３０万円、このあた

りどう見られておるのかお聞かせいただ

きたいと思います。

　７６ページの水道事業会計繰出金、水

道料金の減免ですけれども、執行が２，

１６３万円、当初予算は２，０８１万円

ですけれども、対象低所得者、高齢者が

ふえているというような状況があるのか

どうか。

　８４ページの防犯灯設置工事の１５０

万円なんですれども、事務報告書の８４

ページを見ましたら７１灯で、大体１灯

２万円平均ぐらいですかね。すべて電柱

への取りつけと交換と。修繕はその下で

５００万円。ことしの予算で設置が３０

０万円、修繕も８４０万円となってます。

ＬＥＤもつけるというような話もありま

したが、修繕とか必要経費これがふえ続

けていくと考えるべきなのか、ＬＥＤと

か長寿命のものになっていけば経費が下

がっていくと考えるのか、この辺をお聞

かせいただきたいと思います。

　１０９ページ、社会福祉協議会への委

託があるんですけれども、社協の指導と

いうか、委託事業の報告をお願いしたい。

市の責任というか、指定管理した責任は

どう考えておられるのか。社協は生活支

援サービス委託料で４５万円、補助金が

４，６００万円入ってますし、ファミリー

サポート事業、ふれあい配食サービス事

業委託料、高齢者移送サービス委託料な

どいろいろな形で経費が出てるわけです

けれども、このあたりをお聞かせいただ

きたいと思います。

　１１１ページの住宅改造費用助成費で

す。去年までは１０件前後という話だっ

たんですけれども、４７５万円にふえて

ますけれども、どういう状況かというの

を聞かせていただきたい。

　１１４ページの社会福祉事業団運営委

託料なんですけれども、予算のときに総

合支援センターができるということで内

容を伺っておりましたけれども、送迎の

費用は考えていなかったという話をして

ましたけれども、そのとき相談に応ずる

というような話もしてたんですけれども、

送迎の実績などあるかどうか聞かせてい

ただきたいと思います。

　それから、障害者の自立支援ですね。

移行支援補助金が当初２，６２８万円の

予算で、決算で２，３９５万円どまりで

すけれども、中身のほうをお聞かせいた

だきたいと思います。

　１２６ページの生活保護費ですが、予

算２４億円に対して執行は２３億円、昨

年の執行が２１億円ですね。ことしの予

算は２５億円になってるんけれども２億

円ずつふえていくとみていいのかどうか。

特に、派遣村からこちら、雇用とか景気

対策が急がれると思うんですけれども、
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どう考えておられるのかお聞かせいただ

きたいと思います。

　１２６ページの旧保健センター改修工

事ですけれども、当初の１億３，７４４

万円が１億５９万円と３，７００万円減

額補正されておるんですけれども、契約

差金でも７３％なんですが、このあたり

どうみていいのかお聞かせいただきたい。

　１２９ページの三次救命救急センター

負担金の２３０万円、二次診療体制確保

負担金が３４９万円。このあたりの内容

をお聞かせいただきたい。それと、保健

センターの管理委託料が、平成２１年度

５，３８１万円から２２年度７，５５２

万円、休日応急診療所管理委託料は、イ

ンフルエンザの対策が入ったということ

なんですけれども、５９９万円から９２

４万円にふえておりますので、詳しくお

聞かせいただきたいと思います。

　１３０ページの女性のがん検診委託料

なんですが、子宮がん検診と成人歯科検

診なんかも当初と同等額出ておるわけで

すけれども、乳がん検診については１，

０００万円組んでたのが７６２万円になっ

てます。予算のときから、普及には課題

があるということをお話しされてました

けれども、状況をお聞かせいただきたい

と思います。

　１３４ページの火葬炉設備改修工事、

決算で５，８２４万円ですが、なかなか

私も現場を見ていないんですけれども、

非常にかかってるなという感じがします。

どういう状況かお聞かせいただきたいと

思います。

　１３６ページの一般廃棄物処理基本計

画策定委託料ですが、当初予算４６４万

円ということだったんですが、結果が１

７５万円ということで、どのような執行

をされたのかお聞かせいただきたい。

　１３８ページ、エコアクション２１取

得費用助成金が執行されなかったという

ことで負担金がゼロになってますが、こ

れはどういう状況だったのかを聞かせて

いただきたい。

　１４９ページ、需用費でセッピィ商品

券の印刷代ということで最初２９７万円

を組んでおられたんですけれども、商品

券発行委託料４２８万円という話になっ

てしまいまして、印刷代が幾らで回収と

か発行の手数料とか、明細というか中身

を説明していただきたいと思います。

　１４９ページの融資の関係なんですが、

中小企業事業資金融資の保証料と利子の

補給金が若干ふえておりまして、不況業

種の認定はリーマンショックから少しこっ

ちなので、７３４件から６０２件に減っ

ておりますが、市の融資も大きく減って

おりまして、府の融資のほうの利用状況

は、申込件数しか事務報告書からはわか

らないんですけれども、この融資の状況

をお聞かせいただきたいと思います。一

昨年は府の融資の申し込みもゼロだった

んですがね。

　地域就労支援事業で、ガイドヘルパー

養成講座など、おおむね定数で行ってい

ただいてるようなんですけれども、結果

とか効果というか、どういう事業だった

かというのをお聞かせいただきたいと思

います。

　消費生活相談の件数ですが、これも事

務報告書を見せてもらうと、４８６件か

ら５３８件。多重債務の相談も６５件か

ら７３件にふえて大切な事業になってき

ていると思います。こういった件数がふ

えてくることで、拡充とか必要ではない

のかということでお聞かせいただきたい

と思います。

○森内一蔵委員長　多岐にわたりますの

で、答弁できるところからお願いします。

　上村センター長。
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○上村環境センター長　２点のご質問が

あったと思います。

　１点目の処理手数料の件でございます

が、平成２１年度と比べまして焼却量は

２２年度０．５％、微減の傾向でありま

した。しかし、焼却灰については数字で

は逆転してまして、１．０％の増となっ

ております。これは、分別が進みまして

燃焼効率の悪いごみ、生ごみ等の比率が

高くなったということで、そういう現象

が起こったと考えております。ちなみに、

焼却残渣率なんですけれども、平成１９

年から４年間の経緯をみましても、残渣

率と言いますのは燃やして幾ら灰が出る

かという率なんですけれども、平成１９

年が１３．１％、以下１３．９％、１４．

１％、１４．３％ということで焼却効率

が悪くなっております。これは分別が進

んだということの評価もありますけれど

も、やはり燃焼ですね、もう少し工夫を

して燃えにくいごみも燃やしていかない

といけないということで考えております。

　ごみの今後の減量の方向なんですけれ

ども、センターとしましては、ごみの減

量が鈍化してますけれども、今後は、先

ほどありましたけれども、持ち込みごみ

がふえてるということで、持ち込みごみ

の展開調査と言いまして、ごみを分けさ

せて不適切ごみはないかというようなこ

との回数もふやしまして、一般持ち込み

のごみ減量に重点をおいて取り組んでい

きたいと思ってます。

　２点目のグリーンニューディールの経

費が、どういうところに使われているか

ということなんですけれども、これは、

国の公共施設省エネグリーン化推進事業

ということで補助金をいただいておりま

す。まず、本庁舎の新館の１階から６階

までの廊下のトイレに行く天井の照明設

備をＬＥＤ化させていただきました。そ

れが６９万９，０００円です。環境セン

ターの蛍光灯８６台、ＬＥＤ８８台に変

えさせていただいて、計２０８台分とし

て４３２万円ということで使っておりま

す。

　環境センターの空調設備が１，１５９

万２，０００円、これグリーンニューディー

ル分として７台ですけれども、摂津市の

持ち出しとした事業として更に７７２万

８,０００円を持ち出しております。

　ストックヤードの天井にある照明設備

を変えておりますが、これが３１６万４，

０００円。ストックヤードの太陽光です

ね、自然エネルギーということで太陽光

を設置させていただいております。これ

が２，１６７万８，０００円で、グリー

ンニューディール分としましては補助対

象として４,０００万円なんですけれど

も、摂津市の予算として合計５，２９２

万円ということで、執行させていただい

ております。

○森内一蔵委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　３点の質問にお答

えさせていただきます。

　地域療育等支援事業の使われ方という

ことなんですけれども、この事業は府の

委託の事業でございまして、主に知的の

児童の相談をするための事業でございま

す。委託先としましては、摂津市の社会

福祉事業団に委託しておりまして、実際

運営していただいてるのは総合相談支援

センターで運営をしていただいておりま

す。

　平成２２年度の実績でございますが、

在宅の障害児の訪問支援事業としまして

は、実利用者が１０名、延べ支援回数７

８回。障害児外来の相談支援事業といた

しましては、実利用者が３３名、延べ支

援回数１５２回。施設のほうの指導の事

業も含まれまして、３施設で１６回とい
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う形で支援をさせていただいております。

　２点目の社会福祉事業団の委託料の中

で、以前、送迎がという件かと思われま

すが、多分総合相談支援センターで行っ

てる日中一時の送迎の件かと思われます。

日中一時の送迎の制度は実際はないとい

うことで、送迎の相談というのは実際ご

ざいまして、移動支援事業という形で送

迎のサービスの代替ということで実施さ

せていただいております。利用者にはご

不便をおかけしていないというような現

状でございます。

　３点目といたしまして移行支援事業の

中身ということでございますが、移行支

援事業は２２年度は施設借り上げ料とし

ましては１，１５９万３，２００円、社

会保険料として５７６万円、事務費の処

理として４８０万円、送迎の費用として

１８０万円を３法人の事業所のほうに補

助させていただいてる状況でございます。

　予算との違いということでございます

が、予算といたしましては、家賃等上限

の分を予算計上させていただいておりま

して、実際にかかっておる家賃のほうを

支払わせていただいてるというような現

状がございますので、一定差が出てくる

分がございますということで、特に何か

大きな変化があったというような状況で

はございません。

　前年度と比較いたしますと、前年度は

施設の整備費用として一部出ている分は

ございますが、その差ではないかと考え

ております。

○森内一蔵委員長　中尾課長代理。

○中尾市民活動支援課長代理　コミュニ

ティプラザの利用状況と使用料について

のお問いだと思いますが、コミュニティ

プラザは平成２２年７月にオープンしま

して、３月までの使用状況についての延

べ使用人数としましては４万６，５６６

名、使用率の高い部屋では７２．６％の

使用となっております。

　利用内容としては、ダンス、ヨガ、体

操等の利用が多く見受けられます。

　また、併設しております立体駐車場の

使用状況につきましては、オープンから

平成２３年３月末で、延べ４，６２９台

のご利用となっております。

　それから、直近の利用状況でございま

すが、ことしの７月につきましては延べ

６，９１５人の方、６５５件のご使用が

ございました。８月につきましては４，

８４５人、４８５件、９月につきまして

は８，２０５人のご使用で７３０件とい

うことで、この３か月の稼働率としては

６７．９％でございました。

　利用料の考え方としましては、以前あ

りました福祉会館、男女共同参画センター、

フォルテ、正雀市民ルームなどを対象に

いたしまして、似通ったお部屋のほうを

平均させていただいたものと、高槻市、

茨木市、吹田市等６市の似合いの貸館の

料金等を平均させていただいたものとの

平均値を出させていただいております。

○森内一蔵委員長　続いて、門川課長。

○門川自治振興課長　２点についてご答

弁させていただきます。

　１点目の利用料でございますが、文化

ホールのほうが予算に対しまして収入が

１０６．２％ふえております。正雀市民

ルームの使用料につきましては、当初に

比べますと８２．７％、収入としては３

４３万５，３５０円ということになって

おります。

　その利用料等の考え方につきましては、

先ほど中尾課長代理が申しましたように、

文化ホール、市民ルームにつきましても

そういった考えを持っております。それ

ぞれ、他市等の施設等を参考にして決定

しておりますので、原課としましては適
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正な使用料として考えております。利用

者数につきましては、文化ホールが６万

１，１０１人、正雀市民ルームにつきま

しては、１万２，７０７人の方が利用さ

れております。ふれあいルームが１２月

末で閉鎖になりまして、その関係でいき

いきプラザの会議室等が平成２３年の１

月に開いております。ただ、人数につき

ましては、２１年度と比較しますと５，

０００人ほど利用が減っております。

　防犯灯の件ですが、先に修繕ですが、

平成２２年度は撤去が５灯です。小柱の

取りかえが３灯、小柱の撤去が２灯、蛍

光灯の取りかえ等が９灯ございます。

　工事につきましては、関電柱とＮＴＴ

柱で１５０万円の執行をさせていただい

ております。

　維持管理につきましては、自治会のほ

うで管理していただいておりますので、

２０ワット以下については８００円の補

助、それと２１ワット以上については１，

０００円の補助をさせていただいており

ます。

　今後もＬＥＤの件のお話がございます

が、これは２３年度予算でＬＥＤ化につ

いて予算を決めていただきまして、現在

自治会管理の水銀灯が電気代等がかかり

ますので、まずそちらのほうから追って

取りかえをさせていただく予定でござい

ます。

　それと、修繕費等ですが、これにつき

ましては、ＬＥＤについては今のところ

お聞きしてるのは１０年から１５年使用

ということを聞いておりますが、順次か

えていきますと約８００万円の修繕費が

今後もかかってくるのではないかと考え

ております。

○森内一蔵委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　市営葬儀の関係と葬儀

会館の使用料について、まずお答え申し

上げます。

　当初の見込みで減額をされていた上に、

実際の調定額も減ってきているのではな

いかというご質問ですが、件数的にみま

して、平成２１度の葬儀会館の利用が３

１４件から２９６件に、市営葬儀の利用

につきましては１８５件から１８２件と、

それほど減ってるわけではございません。

ただ、当初の見込みの立て方の中で、な

かなか正確に出すことができなくて見込

みでありますので。それと、当然市営葬

儀につきましては、委託料との関係もあ

りますので、ちょっと多目に見積もって

るような、その辺は仕方ないのかなと思

います。

　それと、葬儀の状況につきまして、４

年ぶりにまた市営葬儀の仕事を担当する

んですけれども、やはりメモリアルホー

ルの使用はちょっと減ってきてると思っ

ております。市営葬儀については、それ

ほどパーセンテージ的には減ってないん

ですけれども、やはり印象としましては

家族葬で小さなお葬儀をされるケースが

多くなってきてるということと、福祉葬

がやっぱりふえてると感じております。

今後、その辺を含めて葬儀のあり方につ

いて検討していきたいと考えております。

　それと、火葬炉の工事の件で、金額が

どうなのかというご質問でございますが、

火葬炉につきましては、平成２２年度と

２３年度、２年間の継続工事でやらせて

いただいております。平成２２年度では

火葬炉４基のうち２基を改修させていた

だきました。工事につきましては、稼働

させながらの工事になります。それと、

立地条件があのように墓地の中にある火

葬場でありますので、非常に工事がしに

くいということもあります。そういうこ

とで、プロポーザル方式で工事の仕方も

含めて業者を選定しましてこの金額になっ
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ております。だから、金額が高い安いは

何とも申し上げれないんですけれども、

この金額でやらせていただいたというこ

とになっております。

　２期工事につきましては、今月に完成

しまして引き渡しも受け、今、試運転を

しておりまして、来月からは平常どおり

４基の稼働ということになります。

○森内一蔵委員長　早川課長。

○早川環境業務課長　２点についてご答

弁させていただきます。

　１点目、一般廃棄物処理基本計画の委

託金の減額についてでございますが、一

般廃棄物処理基本計画は、今後１０年間

の計画期間とする本市の廃棄物処理に関

する処理でございますが、これについて

は平成２３年５月に作成しております。

この委託料の減でございますが、委託料

については７社で入札のほうを行いまし

て、１７５万３，５００円で入札となっ

ております。それに伴いまして、２８８

万７，０００円の減額とさせていただい

ております。

　もう１点、エコアクション２１助成対

象がなかったのはなぜかということでご

ざいますが、エコアクション２１認証登

録制度は、中小事業者等の環境の負荷活

動を効果的、効率適に実施するために、

中小企業、学校、公共機関でも取り組み

やすい環境経営システムでございますが、

この制度については、環境省が策定して

おります。この制度を、本市の中小企業

にも普及、啓発を行うために１００万円

の助成事業を行ったところでございます

が、１０人以下の事業者にとっては、や

はりこの事務負担というのがかなりの負

担になっておりまして、平成２２年度で

すが説明会のほうには６社来られまして、

スクールと言いますか、実際認証取得に

向けたスクールというのを開設するんで

すが、そちらにはやはりその６社のうち

１社が来られてまして、なかなかその点

難しいというのが出てると思われます。

　その点、今後については、やはり近隣

各市と勉強をしながら、ほかの助成とい

うか、認証取得のしやすい方法を勉強し

ていきたいと考えております。

○森内一蔵委員長　山田参事。

○山田保健福祉部参事　まず１点目、７

６ページ水道減免の高齢者の状況という

ことでございますが、この制度につきま

しては、一人暮らしの高齢者のほかに障

害者、あるいは一人親の方々に対しても

水道料金の減免をしておりまして、一般

会計から水道のほうへ繰り出しておると

いうことでございます。

　その傾向でございますが、件数でみま

すと２か月に１回検針ですんで、その検

針１回当たり１件と数えさせていただい

てるんですが、平成２２年度年間トータ

ルで１万８，４４４件、これは２１年度

が１万７，４８６件でございましたので、

約５．５％ぐらいの全体としての増になっ

ております。そのうち一人暮らしの高齢

者につきましては、平成２２年度が６，

０４１件、平成２１年度が５，６５５件

でしたので、７％ほどの増ということで、

やはり一人暮らしの高齢者の増というの

が一番多くを占めているように思われま

す。この傾向は、この制度が続く限り続

くのかなと考えております。

　次に、順番は前後しますけれども、１

１１ページの住宅改造の助成につきまし

ては、介護保険制度の枠を超えたような

住宅改造をされる場合に、所得制限等ご

ざいますけれども、一定上限額の中で改

造の費用の助成をさせていただいてると

いうものでございます。これは、平成２

２年度が２１件ございました。平成２１

年度が１１件ということでしたので、倍
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増しておるということなんですけれども、

金額的にはこれも倍近くということでご

ざいます。ただ、これはその年度により

ましてなかなか件数が見込みにくい事業

でございまして、介護保険の住宅改修と

同時にされる方が多いわけなんですが、

介護保険の住宅改修自体が件数がふえて

おりますので、この住宅改造の費用助成

についても件数はふえていくのかなと見

込んでおります。ただ、この条件に合う

方がどれだけということは、先ほど言い

ましたようになかなか見込みにくい状況

ということでございます。

　次に１０９ページの社会福祉協議会へ

の委託関係ということで、高齢介護課に

かかわる部分につきましては５種類ほど

の事業がございます。一つはライフサポー

ター、それからもう一つはふれあいサロ

ンへの参画、それからふれあい配食サー

ビス、それから日常生活支援ヘルパー、

それといわゆる紙おむつの給付、日常介

護用品の給付事業というようなことでご

ざいます。

　まず、ライフサポーター事業につきま

しては、一人暮らしの方あるいは高齢の

みの方の一部に、定期的にヘルパーが安

否確認を行うという事業を委託しておる

ものでして、これは主にヘルパーの人件

費ということで、平成２２年度につきま

しては、年間合計４，４５９件の訪問を

実施しております。

　それから、ふれあいサロン、ふれあい

リハサロン、いわゆるいきいき通所事業

への参画ということで、これにつきまし

ては、年間７０７時間ということで、社

協のこれもヘルパー資格を持った者が活

動を支援してると、参画してるというこ

とでございます。

　それから、日常生活支援ヘルパーの派

遣ということで、これは介護保険で非該

当になった方へのヘルパー派遣の福祉サー

ビスということなんですが、これにつき

ましては、年間延べ利用者が５９名とい

うことで、２０５時間の派遣を行ってお

ります。その分のヘルパーの人件費を委

託しておるということでございます。

　それから、家族介護用品給付事業、こ

れは紙おむつの給付なんですけれども、

平成２２年度につきましては、一般会計

で行ってる部分と、介護保険の特別会計

で実施してる部分と両方あるんですけれ

ども、社会福祉協議会のほうとしてこの

一般会計でやってる部分につきましては、

要介護２までで非課税の方に年間１万２，

０００円の分の紙おむつ金を給付する部

分を予算執行しております。内容的には

給付にかかる費用のほかに印刷経費であ

りますとか、通信経費でありますとか、

そういったものも含めまして委託してお

りまして、特別会計とは件数によって按

分をして精算をしておるということで、

この年間の支給人数が介護保険のほうと

あわせまして４０４人だったのですが、

一般会計にかかわる部分が１０８名とい

うような状況になっております。

○森内一蔵委員長　東澗課長。

○東澗生活支援課長　２点についてお答

えいたします。

　決算書５８ページ、雑収入の生活保護

法にかかる返還金・徴収金が当初予算で

５３９万円に対し、決算書で２，６３０

万６，９３７円の差についてお答えしま

す。これは、当初予算におきましては前

年度以前から分割にかかる返還金、徴収

金を計上しております。決算におきまし

ては、平成２２年度に発生した返還金、

徴収金も加わりますので、差が出てきて

いる状況です。ちなみに、平成２２年度

に適応した状況ですが、生活保護法の６

３条の返還金につきましては、各種年金
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受給の遡及が１９件、生命保険の解約返

戻金が３件、入院給付金４件、交通事故

の補償金２件などがあります。また、７

８条の徴収金につきましては、稼働収入

の未申告、過少申告が１３件、年金の無

申告が５件、資産収入無申告が１件となっ

ています。金額的には、トータルで２，

３１８万４，０８２円が新たに発生しま

した。

　次に、生活保護の増加の状況でござい

ますが、委員ご指摘のとおり、平成２０

年秋の経済危機以降、昨年上半期までは

世帯数・人員ともにほぼ１０％を超える

高い増加率で推移していましたが、昨年

下半期以降現在に至るまでは、増加率が

緩やかに鈍化している状況にあります。

このようなことから、今回決算におきま

して１億円を超える扶助費の不用額が発

生した状況となっています。ちなみに、

今年の９月の直近の状況につきましては、

生活保護の世帯数が９９２世帯、人員が

１，３８５人、保護率で１６．４３‰と

なっています。対前年度同月比で比較し

てみますと、世帯数で４．８％、人員で

４．４％、保護率で０．５６ポイントの

増加となっています。この増加率が下がっ

てきた要因につきましては、国の雇用対

策等によるものがあると思いますが、平

成２１年度１０月から実施された住宅手

当緊急特別措置事業や、社会福祉協議会

の総合支援資金貸し付け、またハローワー

クの訓練生活支援給付等、各施策の効果

があらわれてきたものではなかろうかと

考えています。また今年１０月からは、

ハローワークのほうで求職者支援制度も

できておりますので、今後につきまして

もハローワーク等とは連携を密にして、

各種施策等を活用していきたいと考えて

おります。

○森内一蔵委員長　山田参事。

○山田保健福祉部参事　先ほどの答弁の

中で、社会福祉協議会に委託しておる事

業のうちふれあい配食サービスについて、

答弁が１点漏れておりましたのでお答え

いたします。

　この事業につきましては、昼食ですが、

年間１万３，８５９食を２４３日間、配

食しております。登録利用者の方は９５

名ということになっております。費用に

つきましては、社会福祉協議会から更に

調理を業者に委託されたりとか、あと事

務費等を含めて委託しております。

○森内一蔵委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　５つの質問につ

いてご答弁申し上げます。

　まず、市民農園についてですが、市民

農園は平成２２年度の実績としまして９

か所、前年度に比べまして１１．５％増

の８，０５２平米を貸し出しいたしまし

た。３７団体にご利用いただき、また２

２年度からは市民農園の有料化に伴い、

１９５万３，４７０円を納付いただきま

した。これにつきましては、滞納はなく

完納していただいてる状況です。

　また、市民農園の整備につきましては、

農園として貸し出しするときに、農業者

のトラクターを借りるなどしまして、畑

にするために耕したりとか、また事前の

除草作業に職員がかかわるなどして事前

の対応をしております。

　また、市民農園の設置委託料につきま

しては、農園入り口の扉を設置したり、

市民にお貸しするときにすぐに草が生え

ないように、黒いシートをかぶせたりす

るような費用に使いまして９万８，４０

０円を執行しております。

　次に、セッピィ商品券の印刷製本費が

大きく変わってる点につきましては、当

初は商品券を印刷製本費に計上しており

ましたが、大阪府商業活性化総合補助金
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を受けるに当たりまして、府からの助言

により印刷製本費では補助の対象になら

ないという情報をいただきました。そう

いうことから、委託料のほうに多くの項

目をシフトし執行させていただきました。

この手続により、１０１万９，０００円

を府からいただきました。

　次に、不況業種の認定などの融資につ

いてですけれども、リーマンショック以

降認定業務は激増しまして、これは不況

業種の認定を受けることにより金融機関

から有利な融資が受けられるため、多く

の事業所が申請をされました。平成２１

年度のピークより、確かに１８％の減に

なっておりますが、平成１９年度以前に

比べますと、７．２倍の高どまりの申請

の状況になっております。平成２３年度

の話になりますけれども、震災の関係、

円高の関係もありまして、今後も認定数

は高どまりをしていく状況にあるかと思っ

ております。

　また、府の融資につきましては、基本

的に銀行を通じてしていただく流れが本

流でありまして、一部の銀行と接点が少

ない方につきまして来られる状況にあり

ますので、変動幅が多い受付状況となっ

ております。

　次に、多重債務の相談につきましては、

平成２２年度は７３件、２１年度は６５

件と、１２％アップした状態で受付をい

たしました。最終的に３分の１の方が自

己破産、任意整理、特別調停、個人再生

等の最終的な法的整備を受けられて、立

ち直っておられる状況だと聞いておりま

す。ただ、件数につきましては、１回当

たり４５分、１日４人の方を相談として

受け入れることができますので、それを

計算していきますと、年間１４４件の相

談を受けることができる状況になってお

ります。現在７３件ですので、相談者が

４５分を多少超過しても十分対応できる

状況でありますので、現状のまま対応し

ていきたいと考えております。

　次に、就労支援の事業についての件で

すけれども、産業振興課のほうで就労支

援の取り組みをしておりまして、平成２

２年度の事業としましては、終了支援コー

ディネーターを、職員が兼務ではありま

すが、１名から３名に増員いたしました。

これは、窓口対応がスムーズに行えるよ

うに体制の強化を図り、そのためには大

阪府の研修を受ける必要があり、その研

修を受けるために平成２２年度は費用弁

償・旅費を計上させていただいておりま

す。また、相談者のスキルアップを図り

就労に結びつけるために、資格取得など

４講座を実施いたしました。

　就労支援の四つの講座をすることによっ

て、就労ができたのかということにつき

ましては、延べ４８人の方が受講され、

後日の電話によるフォローコールで１３

名の方が今現在お勤めをされてるという

情報が得られております。就職率で言い

ますと、２７％になっております。１年

前に比べますと、１６％より１１％アッ

プした状況になっており、今後ともでき

るだけ身につく資格が取得できるような

講座のほうに中心をおきながら、市民の

就職困難者を支援してまいりたいと考え

ております。

○森内一蔵委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　６点の質問にお答

えさせていただきます。

　まず、新型インフルエンザの運用状況

なんですが、新型ということで平成２１

年度に新しいワクチンが作成されまして、

国の新型インフルエンザワクチン接種事

業として実施させていただきました。こ

れに関しては、従来のインフルエンザは

６５歳以上の方が主な対象でしたが、６
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か月以上の市民が対象となるということ

と、対象者の生活保護世帯、市民非課税

世帯、中国残留法人等の支援給付世帯な

どは助成をするということで、それを平

成２１年から平成２２年まで継続すると

いう形で実施してきております。

　それの基準額がございまして、基準額

が５７９万１，６４０円、それの補助率

が４分の３ということで、ここに計上し

ております４３４万３，０００円の補助

を受けているところです。平成２１年度

当初のワクチンは、新型の単価のワクチ

ンでしたが、１０月１日からは新しい三

価ワクチンとなっておりまして、これも

平成２３年３月３１日で終了となってお

ります。この２３年度以降は、また従来

の季節型インフルエンザと同じような対

象という形で実施しているところです。

　自殺対策についての取り組みですが、

この自殺対策の取り組みは、大阪府の自

殺対策緊急強化事業として十分の十の補

助を受けて実施しております。内容とし

ましては、啓発カードを作成して、啓発

予防のチラシとティッシュを街頭キャン

ペーンでお配りする、そのほか、平成２

３年の２月に自殺予防の啓発内容と相談

窓口を紹介したパンフレットを全世帯に

配布しております。２３年３月には、市

民向けの講演会の開催などをいたしまし

て、この１１８万６，１４０円の事業を

行いました。平成２３年度も、この事業

を継続しようと思っております。

　３点目の社会福祉協議会への委託事業

なんですが、保健福祉課としましては、

８事業の補助を実施しております。内容

は、職員配置の補助、献血推進事業の補

助、福祉資金金利補給金の補助です。ボ

ランティアセンター活動費補助、小地域

ネットワーク活動の補助、日常生活自立

支援事業、コミュニティソーシャルワー

カー配置、地域福祉活動拠点事業、この

八つの事業を委託しているところでござ

います。５，１６９万５，０００円の補

助を計上しましたが、返還金がございま

して決算が４，６００万４，７７２円と

なっております。

　二次、三次におけます診療体制確保の

負担金についてご説明させていただきま

す。二次診療体制は、休日夜間に入院治

療を必要とする重症救急患者の医療を医

療県内の病院郡が協同連帯して確保する

方式に参加する医療機関に対し、その上

に要する費用及び設備費用の一部を補助

するものです。平成２２年度は、摂津・

高槻・茨木・島本の３市１町の管内総人

口に占める摂津市の人口割合で事業費を

按分して３４９万円を負担いたしました。

　三次救命救急センターの負担金は、三

次救急医療機関である大阪府の三島医療

救急センターの利用に伴う負担金で、負

担金額の算出は、前々年度の入院患者実

績に基づいて算出されますので、平成２

０年度の入院患者数が５５人ありました

ので、入院日数が２３１日ということで、

それに１万円をかけまして２３１万円を

負担いたしました。

　保健センターの管理についてでござい

ますが、保健センターは平成１８年から

平成２２年まで指定管理者として委託を

受けています。平成２２年度は保健セン

ターが引っ越しするということがありま

したので、施設や事業が拡大するという

ことで、管理料や機能訓練機器の整備等

で４，８００万円の増額をいたしました。

保守管理等が、コミュニティプラザの一

括管理となりましたので、予算計上しま

した水光熱費とか、清掃管理の委託など

の保守管理費用が大幅に削減できまして、

引っ越し費用とかリハビリ機器の購入等

も見積もりよりも安価で対応できました
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ので、余剰金が生じた場合は実費弁償方

式をとってるということで精算をいたし

まして、４，７０８万円の返還を受けて

おります。

　最後に、女性のがん検診の受診状況に

ついてでございますが、クーポン券を平

成２１年度から配布して受診をしていた

だいてるところですが、受診に関しまし

ては、子宮がん検診は全体で２２年度は

１７．６％の受診率、乳がん検診におき

ましては１４．３％の受診率となってお

ります。クーポン対象年齢の受診率は、

子宮頸がんが２４．５％、乳がん検診が

２２．２％ということで、北摂でみまし

てもこのクーポン券の受診率は中位ぐら

いに位置しているところでございます。

　休日応急診療所のことについてお答え

いたします。休日応急診療所も指定管理

で保健センターへ委託しておりますが、

コミュニティプラザへの保健センターの

移転に伴って、休日応急診療所もいきい

きプラザに移転することになりましたの

で、そこに引っ越し費用として４４万円

を増額いたしました。

　休日診療所は、委託料と保険診療の収

入で医療収入にかかる収入がございます

ので、それの精算としまして２４７万円

の返還金をしています。

○森内一蔵委員長　門川課長。

○門川自治振興課長　旧保健センターの

改修工事の関係ですが、こちらのほうは

当初予算１億３，７４４万５，０００円

ということで計上させていただいており

ましたが、決算では１億５９０万円です。

これは工事になりますので、入札差金等

精査された結果でございます。

○森内一蔵委員長　山崎委員。

○山崎雅数委員　２回目の質問をさせて

いただきます。

　丁寧な説明をいただきまして、しっか

りと予算執行していただいてるかと思う

んですが、自殺対策はまだ緒についたと

いうかキャンペーン、カード作成という

ようなことで、相変わらずこの社会情勢

が今非常に不安定な状態で、自殺はふえ

続けてるというような問題点もあるかと

思うので、国と協力しながら有効な手だ

てを、やはりしっかりと考えていただき

たいなと思っております。

　それから、生活保護の返還金は、消え

た年金が戻ってきたということで、しっ

かりと制度をやってもらうということが

必要なのかなと思います。これは要望で

結構です。

　水道料金の減免はそういった意味で７

％も高齢者もふえてるというようなこと

で、予算もしっかりとっていただきたい

と思っておりますので、これも要望とし

ときます。

　それから、防犯灯ですね。撤去もされ

たり修繕・交換を自治会にお願いしてる

ということなんですけれども、なかなか

ご不自由をかけているんですけれども、

市のほうからお手伝いをするとか、もっ

と増額とか、そういったことが必要なん

じゃないかというようなことは考えてお

られないのかどうか聞かせていただきた

いと思います。

　それから、社協の５,１００万円の補

助金、返還金があって４，６００万円と

いうようなことで、しっかりお金の管理

というのはされているんだと思うんです

けれども、ヘルパーとか職員の給料云々

まではなかなか市が管理するということ

ではないんですけれども、やはり市が行

う事業、委託をされてる方々にワーキン

グプアとか生み出さないとか、権利とか

いうような話、どういったふうに自治体

として、摂津市として責任を果たしてい

かれるのか、どうされてるかということ
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を聞きたいと思います。

　特に、ふれあい配食でも１万８，００

０食以上が社協から外への委託にもなっ

てますし、という意味で７６０万円をど

ういうふうに使われたとか、管理できて

るのかというような話を聞きたいと思い

ます。

　住宅改造もいろんな条件があってふえ

たり減ったりということでしょうけれど

も、２１件にふえています。震災からこ

ちら、お年寄りがいざというときに、ふ

だんから動きやすい住宅改造というのが

必要だと思いますので、しっかり頑張っ

てほしいと思います。要望で結構です。

　生活保護費ですが、直近のもので若干

ふえてるということですけれども、住宅

手当とか訓練給付とかで改善されてると

いうような話もありましたけれども、こ

の住宅給付とか訓練給付も期限がありま

すよね。なかなか就業につながらないと

いう今の社会情勢がありますから、生活

支援課としても雇用景気対策に力を入れ

ていただきたいと思います。要望で結構

です。

　旧の保健センター改修、契約差金で片

づけられましたけれども、非常に摂津市

の事業が結構シビアだという話もありま

すけれども、７３％という契約差金、こ

れはどう考えられるのかということをお

聞かせいただきたいと。当初予算が大き

過ぎるのかどうかお聞かせいただきたい

と思います。

　それから、同じような形ですけど、一

般廃棄物の基本計画の策定委託も、入札

で１７５万円になったと。最初のこの４

６４万円というのも必要だったのかとい

うようなことにならないかということで、

この辺も聞かせていただければなと思い

ます。

　エコアクションも、当初予算組んで説

明会も開いて、スクールにも参加しても

らって、まだなかなか取得に至らないと

いうか、助成に至らないということで、

推進の仕方を勉強されるとご答弁ありま

したけれども、問題があるんではないか

ということで工夫方々、また結果を出し

ていただきたいなと思います。これは要

望で結構です。

　産業振興にかかわる部分で、生活相談

事業は多重債務も１日４人ということで

あれば増員が要らないという答えもあり

ましたけれども、不況業種の認定事業な

ども本当に７．２倍と激増してるという

ところでは、拡充が本当に必要じゃない

のかなと。融資のしやすいような支援が

本当に必要ではないのかということを、

またお答えいただければありがたいと思

います。

○森内一蔵委員長　山崎委員、自殺対策

は要望でいいんですか。

○山崎雅数委員　はい、要望でいいです。

○森内一蔵委員長　門川課長。

○門川自治振興課長　防犯灯についてで

ございますが、今後確かに修繕等ふえる

というのは想定されます。ですから、原

課としては財政課に増額要請をしていき

たいと思っております。

　先ほど、１回目で漏れてたんですけれ

ども、撤去等をしておるわけなんですけ

れども、平成２２年度につきましては７

１灯を新設しております。平成２１年度

は、自治会からの要望に対しまして４割

ほどしか設置はできておりませんでした

が、平成２２年度につきましては約７０

％という形で、設置というのはできてい

ると思っております。ちなみに平成２３

年度につきましては、今のところ１００

％という形で新設等動かせていただいて

おります。

　旧保健センターの件につきましては、
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今資料が手元にございません。

○森内一蔵委員長　この件は、答弁でき

るんであれば部長のほうでお願いします。

　杉本部長。

○杉本生活環境部長　保健センターの契

約差金や一般廃棄物処理計画の契約の差

金についてですが、契約の方法等もある

のかと思いますが、契約ですので、入札

ということで競争原理が働いて安くなっ

たということが大前提かと思います。た

だ、事前の予算計上の中で、やはり保健

センター等につきましては、どのように

改修していくかさまざまなことを考えな

がら、いろんな要望もございますし、特

に今回の場合は中に施設管理公社の事務

所であるとか、休日応急診療所の設備拡

充というか整備したり、上に三師会の事

務所、医師会はもともとお持ちですので

共同の持ち物でございますけど、という

ことございましたので、できるだけ十分

なということも含めて契約の予算を上げ

ていったということも１点あるかと思い

ます。大きな理由はあくまでも契約、入

札といった一連の流れでの契約金額の差

金であったかと思います。

　また、一般廃棄物処理計画作成の契約

につきましても、これも事前にリサーチ

しながらでございますが、職員でできる

ところについては精査をいたしまして、

何でもかんでもコンサルタントに投げて

しまって、全部しないということでは決

してございませんので、その辺の結果と

して努力もさせていただいた中でこうい

う金額になったとご理解いただければあ

りがたいかなと思っております。

○森内一蔵委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、不況

業種の関係のご答弁をさせていただきま

す。

　産業振興課では、２年前から緊急対応

という形で不況業種の認定を昼窓対応で

行っており、現在でも継続しております。

　産業振興課の職員が非常にいろんな業

務を持ってる中、人事課で非常勤の方を

１名入れていただいて対応しております

けれども、今後もいろいろな災害の関係、

円高の問題等、中小企業のおかれる状況

は厳しく、また新たな府からの融資制度、

またその対応が出てくるかもしれません

ので、人事課には人材の要求をしまして、

できるだけスムーズに対応できるように

してまいりたいと考えております。

○森内一蔵委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　社会福祉協議会の

あり方についてのご質問にお答えさせて

いただきます。

　現在、外郭団体のあり方を検討する検

討委員会等が開催されておりますし、指

定管理者導入に関する第２次改定も予定

しておりますので、事業、人件費も含め

て運営のあり方等を協議していきたいと

思っているところでございます。

○森内一蔵委員長　山田参事。

○山田保健福祉部参事　社協のあり方の

中で、ふれあい配食のご質問でしたので、

答弁させていただきます。

　決算で７６０万７，５７３円というこ

となんですが、これは社会福祉協議会だ

けではなくて、夕食を委託しております

桜苑と白鷺園の分も含まれておりまして、

社会福祉協議会への委託料につきまして

は、精算後２３４万８，３７３円という

ことになっております。この事業につき

ましては、市からの委託料以外に当然利

用者の方からの利用料の負担とか、ある

いは社会福祉協議会の中で運用されてる

利息等もこの事業で、社会福祉協議会の

中では運用されてるということで、支出

につきましては先ほどお話しいたしまし

た調理業者への支払い、それ以外に消耗
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品でありますとか車両のガソリン代とか、

通信運搬費、あるいは保険等が含まれて

おりまして、事業全体としましては昨年

度で言いますと、８１７万３，２２６円

の事業となっております。

○森内一蔵委員長　杉本部長。

○杉本生活環境部長　ちょっと答弁漏れ

ておったかと思います。

　自治会の防犯灯の件で、補助金の増額

というお話があったかと思いますけれど

も、ことしもＬＥＤ化ということで、防

犯灯の設置については増額をした予算を

組んできております。ただ、修繕や更新

については、自治会の負担という前提で

今までお願いしておりますが、ＬＥＤに

しますと１万円以上高くなるということ

はあります。一方で、我々としてはでき

るだけ省エネの観点からもＬＥＤ化をし

ていただきたいということでございます。

　今後も、旧来の防犯灯については、自

治会でお願いしたいと思いますが、この

差については研究をして、他市の補助の

程度とかも考え、また防犯灯全体のＬＥ

Ｄ化を推進するという立場から、今後の

予算要求の中で検討していきたいと考え

ております。

○森内一蔵委員長　山崎委員。

○山崎雅数委員　しっかりと執行頑張っ

ていただきたいと思うんですけれども、

社会福祉協議会のほかシルバー人材セン

ターなんかもそうなんですけれども、外

へ委託して市が仕事をお願いしていると

いうことで、合理化を超えたような人件

費の削減みたいなことになっていっては、

どういう行政というか、資質がやっぱり

問われると思うので、しっかり管理もし

ていただいて、ワーキングプアとか生み

出さないいろんな条件、外郭団体といえ

ども市が責任を持って指導もするという

ことをぜひお願いしたいと思います。

　入札差金の件ですけれども、一般廃棄

物の処理基本計画策定委託の当初予算が

４６４万で、いろんな努力もあってとい

うことなんでしょうけれども１７５万円

という結果。予算のときも一生懸命リサー

チもして上げたという話だったんですけ

れども、予算の計上のときに、やっぱり

どういう設計をしているのかと問われる

のではないかなと思いますので、必要な

ものはしっかりと要求するという形で頑

張っていただきたいと思います。要望で

結構です。

○森内一蔵委員長　暫時休憩します。

（午前１１時４９分　休憩）

（午後　１時　２分　再開）

○森内一蔵委員長　再開いたします。

　弘委員。

○弘豊委員　質問をさせていただくその

前に、この２０１０年度決算の議論に当

たって、２０１０年がどういう年だった

かなというようなことで振り返ってみた

んですけれども、国の政権は民主党政権

にかわって初めての予算が組まれ、それ

でその中でさまざまな交付金、補助金や

そういったものもありましたし、世間の

情勢をみましたら、労働条件の点では本

当にひどいと言いますか、労働者派遣法

の問題、抜本的な改善はなされてません。

首相がかわって１に雇用、２に雇用とい

うようなことも言われましたけれども、

それも年度を通してやられたかと言えば

そうはならなかったし、また社会保障の

問題についても抜本的な改善が行われる

かというような期待も一定あった中でし

たけれども、そうはならなかったという

一年だったとみています。

　そういうもとで、摂津市の中でも予算

が組まれ、市長が市政運営方針の中では

未来を切り開く年だと、そう述べられて、

新総合計画の策定、また新しい摂津市駅

－21－



の開業、コミュニティプラザのオープン、

そういう中でまた一方、第４次行財政改

革のスタートの年というようなことだっ

たかなと思っています。

　そういうもとで、所管の保健福祉部、

また生活環境部の部分にかかわって問題

に感じたところを、今回決算の中で質問

に挙げさせていただきたいと思ってます。

　質問項目のページを決算書のほうから

歳入、また歳出に関しては決算概要のほ

うから拾い出してまして、それぞれ所管

の課ごとに区切って、順を追って質問し

ていきます。

　市民活動支援課にかかわってですが、

決算書の５９ページ、雑入で、南千里丘

まちづくり協力金というのが６，６１０

万円入っています。これは、年度末の補

正のときに説明があったと思うんですけ

れども、マンション業者から５，２００

万円、コミュニティプラザ建設にかかわっ

て市内業者から４１０万円、それぞれ収

入があるということなんですけれども、

これについては、どういうふうな形で使

われているのかということを聞かせてい

ただけたらと思います。

　歳出の決算概要で５６ページ、地域コ

ミュニティセンター構想策定事業という

のが挙げられています。これについては、

１万１，８３０円ということで、執行額

はおよそ１割弱でありますけれども、安

威川以南のコミュニティ施設の配置につ

いて検証に要する経費というようなこと

だと思いますが、この検証と言いますか

検討ということがどうされていくのか。

以前は政策推進課で担当してたかと思う

んですけれども、今、市民活動支援課と

いうようなことで決算に挙がってきてた

ので、この辺どうなのか聞かせていただ

けたらと思います。

　６２ページ、コミュニティプラザの整

備事業です。設備工事費や庁用器具費の

ところで、合計５，１８０万円ほど残が

あるんですけれども、この点、予算と比

べて乖離が大きいかなと思ってます。

　また、設備の点で言いましたら、当初

そのコミプラの中、いろいろとこういう

ものが必要か、ああいうものが必要かと

いうようなことで、予算的には多くとっ

てたのかなとも思うんですけれども、今

オープンして１年たちましたけれども、

その中身の充実ですか、そういったとこ

ろに生かしていけないのかなというよう

なことを思っておりますので、聞かせて

いただけたらと思います。

　６４ページにコミュニティプラザ管理

運営事業がありますが、その中のモニタ

リング業務の委託料ということで５３５

万５，０００円挙がってます。コミュニ

ティプラザができて市に移管されて、専

門家によるチェックや不安や不具合が１

年内にあった場合に、そういう瑕疵の担

保というか補償というか、そういうよう

なものもされるのかなということがある

と思うんですけれども、ことしの６月に

１年たった後のチェックというようなこ

ともやられてるかと思いますが、そのモ

ニタリングの中身についてお聞かせいた

だけたらと思います。

　もう１点、市民活動支援事業というこ

とで、予算のところでは６６万３，００

０円ありましたけれども、執行額は６万

円のみというようなことです。事務報告

書を見ましたら職員の研修をされてます

ね。市民活動支援と新しい分野に踏み出

す中で、まずは職員が研修してというよ

うなことではわかるんですけれども、そ

の次のステップと言いますか、次はどう

いうふうな形になっていくのかなという

ようなことで、この支援事業の中身につ

いて聞かせていただけたらと思います。

－22－



　次に、産業振興課にかかわってですけ

れども、今、山崎委員もいろいろ聞かれ

てましたが、私からは決算概要の１１６

ページ、地域人材育成事業が１，３４１

万円というようなことで執行されました。

国の緊急雇用創出事業にかかわってとい

うようなことで、この事業の中身につい

ても、民生の委員会でもいろいろとやり

とりがあったと認識してますけれども、

その事業を行って、今後どういうふうに

使われて、生かされていくのかなという

ことで、人材育成というようなことでや

られて、産業ツーリズムというような形、

観光にも視野を広げてみたいなことで取

り組まれたかと思うんですけれども、今

後についてもお聞かせいただけたらと思

います。

　加えて緊急雇用という位置づけからみ

たときに、この事業がどうだったかとい

うようなこともあわせてお答えいただけ

たらと思います。

　次に、環境にかかわってなんですけれ

ども、摂津市駅の開業とあわせて、やっ

ぱり摂津市としてもいろんな環境問題面

に取り組んでいこうというようなことで、

ことしは特にそういうふうにもなってま

すけれども、去年のこの決算の中でもい

ろいろと取り組まれてるかと思います。

先ほど、山崎委員から一般廃棄物処理基

本計画については、歳出が当初予算と比

べて、入札もあった関係で随分と抑えら

れたというようなことだったんですけれ

ども、一方、地球温暖化防止地域計画と

いうのも環境対策課でつくられてるかと

思いますが、その辺のさまざま、市の中

でこの間計画をつくることが多いと思う

んですけれども、計画をつくる際に、委

託をして入札をいろいろされるかと思う

んですけれども、額が多かったり少なかっ

たり、そういうふうなことになるのかな、

どうなのかなと先ほどの議論の中で感じ

まして、地球温暖化防止地域計画も策定

されてますが、その点どうだったのかと

いうようなことを参考で聞かせていただ

けたらと思います。

　環境業務にかかわって、一般廃棄物の

問題では一般質問の中でもさまざまさせ

ていただきましたけれども、今後ごみ減

量とかも進めていこうというようなこと

も計画の中でうたわれていますが、昨年

度決算の中で、ごみ減量対策事業の残り

一部ですけれども、生ごみ処理装置の点

検委託料の執行額がゼロになってるとこ

ろと、それから、決算概要の１０８ペー

ジになりますが、ごみ収集処理事業、ご

み種調査委託料、これもゼロになってて、

これはたしかパッカー車を開けて中のご

みの構成を調査するということだったと

思うんですけれども、ここのところも執

行額がゼロになっているのがどういうこ

とかというようなことで、経緯を聞かせ

ていただけたらと思います。

　エコアクション２１の認証取得にかか

わってなんですけれども、先ほど早川課

長からも説明ありましたが、市内のさま

ざまな事業所でエコアクション２１の認

証が進んでいけばよいなというようなこ

とで取り組みされていると。昨年は未執

行だったけれども、ことしまた取り組ま

れてる部分もあると思うんです。その中

身についてもお聞かせいただけたらと思

うのと、もう１点、例えば市の外郭団体

であるとか、また産業振興のほうで市内

業者の実態とかもいろいろつかんでる部

分もあると思うんですけれども、そういっ

たとことの連携なんかがどうなのかとい

うことで、お聞かせいただきたいと思い

ます。

　次に、健康推進課にかかわってですが、

これは、機構改革前の課で決算書もつく
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られてましたので、そこのところをご容

赦ください。

　歳出の決算概要９８ページ、がん検診

事業のところで、先ほど山崎委員も質問

されてましたけれども、女性特有のがん

検診、乳がんの関係ではなかなか検診の

受診の率が伸びないと。また、その検診

をしてもらう、委託先の確保も随分難し

いのかなというふうな話、この間経緯が

あったかと思います。そういった中で、

これはことしに入ってからのことですけ

れども、がん検診を受けられた方が胸部

レントゲンをとる際に、係の方がぐっと

胸を押しつけるということをやられた際

に、骨折をされたというふうな話をお聞

きしました。去年だったら検診の際に２

名の係の方がちゃんと丁寧に対応されて

たというようなことだけれども、ことし

のその事故の際には１人の方が忙しく対

応されてたというようなことで、そのが

ん検診の委託を受けてもらう事業所とい

うか委託先の実態がどういう状況なのか

なということで、この間いろいろと事業

をふやしていく、またその回数ももっと

確保していきたいということで、市とし

ては取り組んでいくわけですけれども、

そういう委託先のキャパと言いますか、

そういう状況ですね、一度お聞かせいた

だけたらと思います。

　それから、概要の１００ページ、骨粗

しょう症予防事業ということで骨密度検

査の委託料が平成２１年度は４２万円の

執行だったと思うんですけれども、平成

２２年度は２２万７，８５０円と半額ほ

どに減ってます。平成２３年度の予算を

みてみると、この骨密度検査の委託料と

いうのは予算の項目からは消えてて、こ

れは行革の一覧を見たときにも、この骨

密度検査は見直しの事業に上がってて、

委託というようなことで書いてあるんで

すけれども、ここの中身、どういうふう

な形で、今どういう運営をされているの

かというのを聞かせていただきたいと思っ

てます。

　次に、１０２ページ、樹木消毒等委託

料は、防疫業務ということで取り組まれ

てますけれども、これも委託というよう

なことで、執行額が平成２２年度の決算

で初めて上がってるんですけれども、そ

の中身についてもお聞かせください。

　決算概要１０４ページの葬祭事業、市

営葬儀にかかわってです。これも第４次

行革の中の項目一覧で、事務事業の見直

しというようなところで上がってますが、

健康推進課から市民課へと部署が移った

ことが、事務事業の中身の見直しに該当

するのかなとも思ったりしてますが、中

身のところをお聞かせください。それか

ら、市営葬儀の取扱店ということで、業

者がこの間大分ふえてきてると思います。

そんな中で、昨年も指摘させていただき

ましたけれども、指定業者の中でなかな

か市営葬儀に取り組んでいただけていな

い業者、１年間指名停止というか休止に

なってた業者があったかと認識してます

が、そこのところは改善されているのか

どうか、その後の状況についてお聞かせ

いただけらと思います。

　地域福祉課にかかわってですが、ひと

り暮らし高齢者等実態把握事業が、これ

は概要の７８ページのところで上がって

おりますが、これも昨年、緊急雇用対策

の助成金なども使って取り組まれました

が、私もこれ中身を見せていただいて、

本当にこういう事業がひとり暮らしの高

齢者、今の高齢化の中で大事になってて、

市のほうで私たちのことをちゃんと心配

してやってくれるんだというようなこと

で、この事業を行ったこと自体が評価さ

れてるみたいな、そういう部分もあった
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かと思うんですけれども、このひとり暮

らし高齢者の、また認知症高齢者の実態

把握事業を行って、今生かされてる部分

とか、そういうことについてお聞かせい

ただけたらなと思います。

　地域福祉課にかかわって、同じ概要の

７８ページなんですけれども、一般事務

事業で訴訟委託料が１２６万円上がって

るんですが、これの中身についてお聞か

せください。

　生活支援課にかかわってです。歳入の

ほうで決算書３９ページのところでは、

民生費国庫補助金の生活保護適正実施推

進事業補助金が大幅に減ってます。自立

支援プログラム策定実施推進事業補助金

というのがなくなりました。一方、民生

費府補助金というところで、住宅手当緊

急特別措置事業補助金が３５３万３，０

００円組まれ、同じページ、その下です

けれども、生活保護受給者向け就労支援

事業補助金５６６万６，０００円が新た

に組まれてるんですけれども、この国庫

補助金のほうが減って、府の補助金でふ

えてるんですけれども、その歳入の流れ

と、住宅手当緊急特別措置事業ですとか

就労支援事業ですとか、事業としてされ

ていってるかと思うんですけれども、そ

の事務報告書とかにはその辺のところが

載ってませんし、歳出ですよね、決算概

要とかそういうようなところを見ても、

こういう事業取り組んでますというよう

なことが載ってないと思うんです。その

辺が結局どうなってるのかということが、

この決算書ではわかりにくいというのが

ありますもので、説明をいただけたらと

思います。

　介護保険課にかかわる部分ですけれど

も、決算書３１ページ、歳入の民生費負

担金の介護職員処遇改善交付金というよ

うなことで、時限措置みたいな形で介護

職員の処遇改善にということで国から来

てる部分がありますけれども、その中身

をもうちょっとご説明いただけたらなと

思います。今後の部分に向けてなんです

けれども、この介護職員処遇改善交付金

もなくなれば、その分は介護保険給付の

ほうに乗っかっていくということで、今

後また制度の改悪につながっていくのか

なと、そんな感じで認識してるんですけ

れども、ここの部分をお聞かせいただけ

たらと思います。

　決算概要の７８ページ、ケアプラン原

案作成委託料が今回未執行になってるん

ですけれども、ここのところ制度が変わっ

たのか、どういう状況でこうなってるの

かということを聞かせていただけたらと

思います。

　障害福祉課にかかわる部分ですが、障

害者総合支援センターが男女共同参画セ

ンターの後に構えることになりまして、

今取り組まれていますが、その相談支援

事業、また日中の子どもの預かりとかい

うようなことで取り組まれていますけれ

ども、利用者の方たちの声とかで新しく

つくられて、どういうふうに利用されて

て、その中身の状況ですね、特徴的なこ

とがあればお聞かせいただけたらと思い

ます。

　それと、移行支援事業にかかわってで

すけれども、これは先日一般質問の際に

も聞かせていただいたんですけれども、

障害者作業所の実態ですね、新制度に移

行してそれぞれの運営状況については、

ある意味法人格をとって、市長の答弁の

中では一人前のそういう事業所に育って

くれていってるというようなことも言わ

れたかと思うんですけれども、やはり例

えばみきの路やふれあいの里の事業団で

すとか、そういう大きい社会福祉法人等

は移行支援で、今回作業所が法人格をとっ
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たけれども、運営状況というのは全然違

うと思ってるんです。そういった中で、

歳入歳出、また職員状況等々の点で、改

めて担当課から状況を聞かせていただけ

たらなと思っております。

○森内一蔵委員長　土井参事。

○土井生活環境部参事　環境政策課の地

球温暖化防止地域計画の委託についての

ご質問ですけれども、これにつきまして

は一般に入札されます金額での選定とい

う形ではなくて、この場合はプロポーザ

ル方式と言いまして、事業に対するプロ

セス、方法も含めた提案を業者から出し

ていただいて、その提案と金額も含めて

業者を決定するという方法をとらせてい

ただいております。

　決定につきましては、生活環境部で選

定委員を選定しまして、選定委員会を設

置して、点数で各社を評価し、決定し、

その決定業者と随契委託をいたすもので

ございます。

　これにつきましては、業務の内容によっ

ていろいろと入札方法を使い分けている

ところでございます。

○森内一蔵委員長　早川課長。

○早川環境業務課長　１点目、生ごみ処

理装置点検委託料についてでございます

が、これについては給食残渣の処理装置

でございまして、平成２１年８月から市

の所有物になっております。平成２２年

度、機械が故障を起こしまして、その修

理をさせていただきまして、そのときに

保守点検をあわせて行っておりますので、

この点検委託料については未使用になっ

ております。

　それと、ごみ種調査委託料につきまし

ては、昨年４月に入札をしましたが、予

算が不足ということで入札不調に終わっ

ております。ただ、やはりごみ種という

のは組成調査等を必要と考えております

ので、環境業務課及び環境センターのほ

うであわせてごみ種の調査は、十分では

ありませんけれども展開調査を行ってお

ります。

　それと、エコアクション２１でござい

ますが、こちらにつきましては環境業務

課単独ではやはり中小企業等把握しにく

い点もありますので、摂津市の商工会に

ご協力いただいて、今回会員のほうにも

資料等を送らせていただいております。

ただ、やはり会員にもメールや郵便物等

を拒否される会員もおられるいう話もお

聞きしておりますので、やはり決まった

企業に送るという形になるんですが、今

回送らせていただいて、募集をかけさせ

ていただきました。

○森内一蔵委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　３点についてお答

えさせていただきます。

　乳がん検診の点ですが、がん検診はマ

ンモグラフィーで実施しておりますもの

で、設備が必要で、今は２機関で、大阪

がん予防検診センターと大阪恵生会病院

からの検診車を配置しております。回数

に関しましては、どちらも１６日間で３

２回、午前・午後にやっておりますので、

３２回という形で実施しております。キャ

パシティとしましたら２，０００人の受

診が可能かと思っております。現在は、

まだ１，３００人、１，４００人弱の検

診ですので、キャパは可能かなと思って

いるところでございます。

　事故の件ですが、弘委員が言われまし

たように、ことし初めて乳がん検診を受

けにこられてて、乳房を撮影する際に姿

勢を正さないといけないんですが、その

際に強く押されたということで、そうい

う事故がありましたが、まだ診断書も出

ておりませんので詳細がわかりません。

実施している機関は、年間２３，０００
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件ほどの乳がん検診をされておりまして、

１０年間ほど実施されていますので、約

２３万件の検診の中でこういう事故は初

めてということで、市においても初めて

という事象になっております。詳細がわ

かりましたら報告できるかと思います。

　骨密度検査委託料ですが、平成２２年

度において半額になってるというのは、

委託を前提として保健センターが７月に

移転するということで、保健センターの

検診の中で骨密度検査をやっていく計画

で、予算計上の際は２日間実施するとい

う形で計上させてもらったんですが、後

半は保健センターで実施予定をさせても

らって、１回しか検診車の配置はしませ

んでした。それで半額という委託料になっ

ております。２３年度からは保健センター

で特定健診とがん検診と一緒に検査が受

けられるという形で実施しております。

骨密度検査が年に２日間しか実施できま

せんでしたので、それを保健センターに

お願いすることで通年実施するというよ

うなことが可能になりましたので、現在

上半期でも８００件ほどの受診をいただ

いています。去年の実績では１０８件で

したので、多くの方に検査を受けていた

だけるような環境になってきたのかなと

思っているところでございます。

　樹木消毒の委託料の中身ですが、平成

２２年度に直営の防疫作業員が１名退職

しておりますので、その作業を一部民間

に委託しております。それと、樹木消毒

等となっておりますが、ミツバチの駆除

ですね、そういう部分も業者に一部委託

しておりますので、その分で樹木消毒５

０件ほどに充てる費用となっております。

○森内一蔵委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　市営葬儀につきまして

お答え申し上げます。

　機構改革に伴いまして、健康推進課か

ら市民課に所管がえになっておりますの

で、私からお答えさせていただきます。

　市営葬儀の見直しにつきましては、第

４次行革にも上がっております。その中

でどういう見直しになっていくんだとい

うことですが、今現在その市営葬儀をど

ういうふうな形でやっていくかいうのを

検討しておりまして、来年度の実施に向

けて業者と打ちあわせをしたり、各種団

体等にご意見を聞きながら見直しをして

いきたいなと考えております。

　先ほどもご答弁申し上げましたように、

葬儀の仕方というのがだんだん変わって

きております。今までのように多くの親

族を集めて大きなお葬式をされる、近所

の方もたくさん出席されるいうお葬儀も

当然ありますけど、家族だけで見送りた

いというお葬式、それと大きな会館も必

要ない、小さいホールでいいんだという

ようなお葬式もふえてきておりますので、

そういうことを含めて市営葬儀全般を見

直していきたいなと考えております。ま

た、詳細が決まりましたらご報告させて

いただきます。

　それと、指定業者の取り消しに関して

どうなんだということですが、平成２２

年度１年間、業者指定を留保させていた

だきました。理由は、市営葬儀の取り扱

い件数が少ないということだというふう

になっておりますけれども、今年度から

その業者は指定業者になっております。

今のところ何件かの市営葬儀をやってい

ただいておりますが、まだ年度途中です

ので最終的にどれぐらいの利用があるか

いうのはまだわかりません。市営葬儀を

やっていただくようにお願いはこちらか

らしておりますけれども、先ほど申し上

げましたように葬儀の形式がだんだん変

わってきておりまして、今の市営葬儀で

はやっぱり規模的には大き過ぎるんじゃ
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ないかとか、自宅でやるにしてもなかな

か難しい面があるんじゃないかというこ

ともありますので、葬儀のあり方、指定

業者のあり方も含めて検討していきたい

と考えております。先ほども言いました

ように、詳細が決まりましたらご報告さ

せていただきます。

○森内一蔵委員長　山田参事。

○山田保健福祉部参事　４点のご質問に

お答えいたします。

　まず、ひとり暮らし高齢者と認知症の

高齢者の実態把握についてということな

んですけれども、ひとり暮らし高齢者の

実態把握については平成２２年の６月時

点で、住民基本台帳等では単身の方は４，

１０７件ということでありましたが、実

際に民生委員を通じてひとり暮らしの登

録をされてる方が１，２９１名というこ

とで、それ以外の方２，８１６名を対象

として実施したものです。その中でみえ

てきたことということなんですけれども、

比較的登録されてない方はお元気な方が

多いということだったんですけれども、

やはり急病などで倒れた場合、あるいは

災害時にどうしたらいいのかというよう

な不安を抱えているということがこの調

査で一番メインと言いますか、重要なこ

ととして把握できたということでござい

ます。

　その中で、ひとり暮らしの登録につい

てご存じない方もいらっしゃいましたの

で、そういう方については登録をお勧め

したりとか、登録はいいけれども緊急の

場合だけに助けていただければという方

もありましたので、両方の方向でこちら

も対応させていただいておるんですけれ

ども、ちなみにひとり暮らし名簿の登録

者数につきましては、先ほど調査時点で

１，２９１名の方だったんですが、昨年

度末には１，３５１名、直近で、ことし

の９月末現在では１，５３９名というこ

とで、登録の数も増加しております。そ

ういった中で、緊急の場合にどう対応す

るかということで、医療情報キットとい

うことで、２３年度の予算で筒状のプラ

スチックケースの中にその方の医療の情

報等を書いた紙を入れまして、それを普

段は冷蔵庫の中に保管してもらうと。救

急の場合、救急隊が駆けつけた場合に、

本人が対応できないとかいうような場合

にはその情報を見て対応するというよう

なことで、この夏にそのキットを配布し

ております。既に、約１，８５０名の方

にキットを配布しておりまして、今後も

配布の予定の方が３００名ほどいらっしゃ

るということで、随時対応していこうと

いうことでございます。それから、今後

の展開としましては、災害時の要援護者

の台帳整備ということで今準備を進めて

おりますので、そういうところへ結びつ

けていきたいと考えております。

　認知症の高齢者の実態把握につきまし

ては、いわゆる介護保険制度とか市の福

祉制度、そういったサービスの充実とい

うのは当然のことながら、インフォーマ

ルなサービスですね、例えば見守りのボ

ランティアであるとか、傾聴のボランティ

アであるとか、そういった方がいらっしゃ

ることで介護の負担が軽減するであると

か、あるいはいわゆる偏見と言いますか、

その地域の方が認知症のことをまだ正し

く理解されていないということで、精神

的な負担があったりということもありま

すので、認知症のことを正しく理解して

いただける方をふやしてほしいというよ

うなご要望、それからどこに相談すれば

いいのかとか、情報交換する場がなかな

かないとかいうようなことが出てきてお

ります。

　その中で、市としましては、庁内の関
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係課とそれから社会福祉協議会、それか

ら介護保険の事業者の連絡会、それから

老人介護者家族の会などと連携しまして、

認知症の支援のプロジェクトチームとい

うことで、担当職員レベルで月１回の集

まりを持ちまして、どういった取り組み

をしていくべきかというようなことで昨

年の秋から検討を進める中で、もう既に

昨年度には認知症支援の方のボランティ

ア育成講座を開いて、その方々が今年度

に入ってからも既にボランティアグルー

プをつくられて、今施設でのボランティ

ア活動をされているというような取り組

みもございますし、あるいは認知症の啓

発ということでサポーターの養成講座、

これは従来から取り組んでおるんですが、

それについても今後も継続して人口の３

％を目標にサポーターをふやしていくと

いうような取り組みも進めております。

そういったさまざまな取り組みを通じて、

認知症の方、あるいはそのご家族の方を

支援していこうということで取り組んで

おるところです。

　２点目の訴訟の委託料についでござい

ます。これにつきましては、以前、民生

常任委員協議会でも説明があったとは思

いますが、平成２１年にせっつ桜苑で身

体障害者の短期入所利用されていた方が、

後日病院で肺炎ということでお亡くなり

になった事例につきまして、そのご遺族

の方から、桜苑と摂津市とそれからその

入院された医療機関３者を相手取って損

害賠償請求がありました。その訴訟の委

託料ということで、市の顧問弁護士であ

ります宮崎総合弁護士事務所に委託して

おる部分なんですけれども、これにつき

ましては平成２２年７月に初回弁論がご

ざいまして、その後それぞれ原告、被告

側が準備書面を提出したりというやりと

りがございまして、平成２３年７月に一

定、争点の整理ということが行われた上

で、今月に入りまして原告、被告側の尋

問も行われております。ただ、まだ係争

中ということでございますので、また結

果がはっきりし次第、この件については

ご報告をさせていただきたいと思ってお

ります。

　３点目の介護職員処遇改善交付金につ

いてでございます。これについては、決

算で上がっております数字は、すべて摂

津市立の桜苑の職員の処遇改善にかかる

ものということで、これは平成２１年度

に介護報酬が改正されて、その中で職員

の給与に当たる部分も平均３％の増額が

行われておるんですが、その後半年ぐら

い後だったと思います、追加で更に処遇

改善をということで、国が予算をとりま

して、都道府県に基金を設けました。そ

の基金から各事業所に交付されるという

ことで、桜苑の場合は摂津市立というこ

とですので、摂津市にいわゆる処遇改善

の追加分が入ってきてるというものです。

それ以外の事業所については、直接その

基金から追加分が入ってるというような

仕組みでございます。

　これにつきましては今後どうなるのか

ということなんですが、平成２４年度が

介護報酬の改定の時期でありまして、ま

だ平成２４年度の介護報酬というのは決

まっておりません。国で議論をされてる

最中ということで、通常制度改正の前ぎ

りぎりにならないと、年が明けないと介

護報酬も決まらないということで、当然

介護保険料にもリンクしますし、利用料

にもかかわってくる問題ですので、介護

制度改正の折には常に市町村としても国

へ早急に情報を示して、決めてほしいと

いうことは要望しておるんですが、なか

なか直前にならないと決まらないという

ことでございます。
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　これについては制度ということですの

で、一定その職員の処遇の改善というの

は必要なことでありますけれども、その

分市民の負担もふえるということで、な

かなか難しい問題でありますが、制度的

な問題として、国に抜本的に解決してい

ただく、取り組んでいただくようにとい

うことで要望はしております。

　４点目のケアプランの原案作成委託料

の件についてでございます。これについ

ては、原案作成委託料の執行がゼロになっ

ておるということなんですが、地域包括

支援センターがその原案を民間の居宅介

護支援事業所に委託する場合に、通常、

国保連合会を通して支払いをするのがルー

トとなっておりまして、その分について

は、負担金補助及び交付金の介護予防支

援業務委託負担金で通常の事業所に対し

ては支払いをしております。ただ、他府

県の事業所で、国保連合会を通じてその

決済ができないという部分が当初からご

ざいましたので、その件については委託

料という形で別途予算項目を立てて、連

合会を通さずに支払ってたんですが、平

成２２年度はその事例がなかったという

ことでございます。摂津市内を始め大阪

府内の事業所については引き続き、通常

どおり原案作成を委託してるということ

でございます。

○森内一蔵委員長　東澗課長。

○東澗生活支援課長　生活支援課にかか

る補助金とその事業の内容について、お

答えいたします。

　決算書３８ページの国庫補助金中、生

活保護適正実施推進事業補助金の内訳で

すが、レセプト点検委託１３万２，００

０円、扶養義務者調査充実１９万２，０

００円、レセプト管理システム委託料２

４４万３，０００円、職員研修６万２，

０００円となっています。

　次に、決算書４６ページの民生費府補

助金の住宅手当緊急特別措置事業補助金

と、生活保護受給者向け就労支援事業補

助金について説明いたします。

　当事業は両方とも、平成２１年度まで

は国庫補助事業の生活保護適正実施推進

事業補助金として決算書に計上していた

ものですが、厚生労働省から出された緊

急雇用創出事業臨時特例基金管理運営要

領に基づき、平成２２年度からは各都道

府県単位で基金を積み立てて管理運営し

ていくようになったもので、補助金の受

け皿が国庫補助から府補助に変わったも

のでございます。

　その事業の内容ですが、まず住宅手当

は、平成２２年度の実績といたしまして、

２０名の方で延べ９４か月分の家賃を支

給しております。その家賃のトータルが

決算書に出ている３５３万３，０００円

でございます。

　次に、就労支援事業ですが、こちらに

つきましては今年度の第２回定例会で答

弁させてもらっていますが、平成２２年

度の実績といたしまして、３４名の方の

支援を行い、１４名の方が就労につなが

り、４名が自立いたしました。また、引

き続いて平成２３年度に継続支援を行っ

ているものが１３名で、就労に至らずプ

ログラムを終了した者が７名という状況

になっています。この決算書に載ってい

る５６６万円につきましては、２名の自

立支援相談員の雇用にかかる賃金でござ

います。

○森内一蔵委員長　中尾課長代理。

○中尾市民活動支援課長代理　それでは、

市民活動支援課にかかわりますご質問に

お答えしたいと思います。

　南千里丘まちづくり協力金６，６１０

万円の内訳ですが、５，２００万円につ

きましては三井不動産レジデンシャル株
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式会社から、１，４１０万円につきまし

てはダイキン工業株式会社から協力金を

いただいております。三井不動産ですが、

マンション建設に伴い、児童数の増加等々

で教育施設やそれから福祉施設の整備に

ついての協力金をいただいております。

それと、ダイキン工業株式会社からいた

だいてる１，４１０万円につきましては、

附帯施設の立体駐車場車両整備というこ

とでいただいております。

　地域コミュニティセンター構想策定事

業の件ですが、こちらは、このコミュニ

ティセンターの施設に求められる機能を

検討していくために、まずコミュニティ

プラザの利用状況を考えていこうという

ことで、コミュニティプラザの利用状況

の調査ということを考えておりました。

コミュニティプラザのオープンが７月と

いうことで、貸し館業務の受け入れ態勢、

利用者の方にとっては十分ではない部分

もあったかと思いますが、手探りで運用

してきました。このような状況の中で、

定期的なアンケート、それから平成２３

年度につきましてもコミュニティプラザ

の利用実態調査というのを考えておりま

して、この事務用費ということでファイ

ル関係、コピー用紙等で１万１，８３０

円を執行させていただきました。

　コミュニティプラザ整備事業について

の残額５，１８０万１，４０８円につい

てなんですが、内訳としてコミュニティ

プラザ設備工事費として１，１６８万３，

０００円、庁用器具費として４，０１１

万８，４０８円、あわせて５，１８０万

１，４０８円となっております。この設

備工事費につきましては、２１年度の補

正予算で舞台設備工事費として６，３６

４万９，０００円と、音響施設として１，

６４０万円、あわせて８，００４万９，

０００円を見込んでおりました。これに

関しましては入札ということで、両施設

あわせて落札価格が７，０２４万５，０

００円の落札となりました。こういうこ

とで設備工事費残額としては１，０００

万円が残ったものでございます。

　庁用器具費につきましては、コミュニ

ティプラザ、保健センター、男女共同参

画センターの調度品も含んでおります。

当初から最終購入段階の数量に関しては、

精査をいたしまして購入いたしました。

事務机とか文具関係、電気製品を市内業

者等から計１１回の入札を行いまして、

あと発注数量が少ない単品につきまして

も見積もりあわせという努力をいたしま

して、その結果当初の予定価格よりも４，

０００万円ほど安くというか、下回り購

入することになりまして、設備工事費１，

０００万円、それから庁用器具費４，０

００万円ということで、あわせて５，０

００万円の残額となっております。

　もう一つ、コミュニティプラザモニタ

リング業務委託ということで、こちらは

コミュニティプラザの運営初年度となる

ことから、施設の管理、運営方法につい

ての検証、またその結果を反映させるた

めのマニュアルづくりを実効性のあるも

のにしていくということで、設備の効率

的な運営、維持管理体制を構築できるよ

う、設備の利用、運営管理費についての

アンケート、またヒアリング等によるモ

ニタリングを実施しました。その結果、

運営マニュアル、維持管理マニュアルの

精査・修正を行って、設備・備品につい

ての開始点検についても管理運営面から

サポートしていただくということでお願

いをしたものです。

　もう１点、市民活動支援事業につきま

してですが、これも委員おっしゃるとお

り、市役所の職員の研修ということで、

近畿大学の総合社会学部久教授によりま
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す協働についての研修を、市役所職員、

真っ先に管理職職員、それから課長代理

級職員に対して実施いたしました。一方、

市民活動とは何をするのか。対象、そし

てそのツールづくり、いわゆる基本方針

と絡んできます。そのことから、総合計

画の協働の、市民との一体的な指針づく

りを目指すことから市民向けの講座等の

開設準備を行ってまいりました。その結

果、予算執行を伴うような開催には至り

ませんでした。まだまだ市民の関心とい

うのは今後、より一層市民に対して共通

の理解、醸成をしていきたいと考えてお

ります。

○森内一蔵委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　地域人材育成事

業の成果と今後について、ご答弁申し上

げます。

　大阪府では地域人材育成事業に３３億

円の予算を計上しまして、１，３４０人

の雇用を目指し、平成２２年度の事業と

して１２市町村、２８事業、６２６人の

雇用を目指して実施いたしました。

　本市の実施しました、観光にかかる企

画ができる人材を育てる事業は、事業の

終了しました本年４月以降も、４人が正

社員として引き続きその事業所で雇用さ

れており、当初の目的は達成できたもの

と考えております。また、事業所の選考

につきましては、市内事業所の育成の観

点から、市内に本社や事業所を開設して

いる事業所としまして、集客業務にノウ

ハウのたけている旅行企画会社、また集

客の移動に実績のあるバス会社と考え、

プロポーザル方式にて選考しまして、バ

ス会社２社に４人の研修の委託を実施い

たしました。

　研修の内容としましては、事業所の行っ

ている業務そのものが基本的には職場研

修という体験学習になりまして、また人

事研修、安全運転研修の充実、更に職場

外研修としまして、教習所での大型２種

免許の取得、また市役所での行事の参加、

また接遇などの各種セミナー、また各自

ボランティア活動の参画という形で、更

に最後に論文の作成、提出を組み入れま

した研修事業を実施いたしました。

　今回その４人の方につきましては、現

在も事業所で勤務されるとともに、日々

業務の中でスキルアップをしていただい

ております。また、今後につきましては、

今まで研修を積んできた知識や、更に今

後身につけられた技能を利用して、本市

の物づくり企業が多い町の特色を生かし

て、産業のツーリズムとして、摂津市に

来ていただくような企画をしていただけ

るよう、今その方たちと検討している最

中でありまして、４人の方の企画ができ

た折には、産業振興課としましては産業

の活性につながることから、商業活性化

補助金など支援しまして、実施していき

たいと考えております。

○森内一蔵委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　２点についてお答

えしたいと思います。

　総合支援センター事業で、中身がどの

ようになっているのかと、どういう状況

なのかということなんですけれども、総

合支援センターの事業としましては、主

に総合相談支援センター、３障害の相談

と日中一時支援事業、就労、生活支援セ

ンター事業が主な事業でございます。

　総合相談支援センターの相談の平成２

２年度の実績は、実利用者で障害者の方

が９９名、障害児が３４名で、合計１３

３名の実人数の方が１，５３３回の相談

をしていただいてる状況で、非常に相談

としてはしやすいというお声をいただい

ております。特に、日中一時事業を同時

に実施したということで、障害児の方の
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相談というのが非常にしやすくなったと

いうお声を聞かせていただいておりまし

て、先ほども山崎委員からもあった、日

中一時利用のときに送迎がない場合はど

うしたらいいのか、という細かな相談ま

でしっかりと相談に乗れるという形で、

相談に乗っていただいてるというような

報告をいただいております。

　実際に日中一時の利用なんですけれど

も、１１月の開所当時は利用が少なく、

利用定員は１日３名を上限にさせていた

だいてるんですけれども、７名ぐらいだっ

たということなんですが、もう３月の時

点では４４名の方が利用していただいて、

登録者の方も１４名の方が登録していた

だいてる。特に、３月に入って春休みに

なってきますので、小、中学校の方を中

心に非常に利用していただいてる状況で、

その中でまた相談も乗っていただいてる

ということで、総合的に支援できてるの

ではないのかなと思っております。

　また、「陽だまり」として障害者の方

の販売する、そういう展示物なんかも置

いておるんですけれども、それをやっぱ

りあそこの場所なので寄っていただいて

る方がおられまして、啓発という意味で

も、たまにこれ幾らですかということで、

非売品の物も売ってくださいというよう

な相談もあって、どうしようかという相

談にも乗ったというようなお話もお聞き

してまして、周知のほうも浸透してきて

いるのではないのかなと思っております。

　２点目の移行支援事業に関しましては、

移行支援の事業には、この平成２３年７

月ですべての事業所が無事、障害福祉サー

ビスに移行できまして、事業の一定の目

的という形では、先日の本会議でも市長

からご説明させていただいたかと思うん

ですけれども、運営の状況に関して、市

内の３法人に補助させていただいており

まして、平成２０年度と平成２２年度の

事業費の収入の比較をいたしますと、法

人の状況にもよりますが、少ないところ

で事業所収入が１．４８倍、多いところ

でしたら１．８倍近く事業収入がふえて

るということで、給料の改正も大阪府の

職員に近い形で改正された法人もあると

いうことで、一定、働いてる方の処遇の

改善はさせていただいてる状況ではない

のかなと思っております。ただ、年齢構

成等、先ほどお話ありました事業団やみ

きの路とは、特に事業団とは年齢構成が

全く違いますので、法人、年齢構成をみ

ますとやはり若い方と経験年数が少ない

方が比較的大半を占めてる状況というこ

とは、現状としてあるのかなとは思って

おりますので、市としましてもどういう

形で各法人の特徴を生かしたサービスの

運営の仕方をしていただくのか、今後の

方向性を考えていけたらなと思っており

ます。

○森内一蔵委員長　弘委員。

○弘豊委員　２回目の質問をさせていた

だきます。

　市民活動支援にかかわる部分で、コミュ

ニティプラザのオープン、初年度という

ことで大変苦労もされたというふうなこ

とも聞いております。また、当初こうい

うことで利用したいという要望になかな

かこたえられなくて、苦慮されたという

ようなこともあったかと思います。委員

会や一般質問等でもそういったことは出

てたと思うんですが、例えばコンベンショ

ンホールで大きな音を鳴らすのはどうか

ということで、カラオケもなかったとい

うようなことで、それがのちに導入され

たりとか、改善はされていってる部分も

あるのかなと思うんですけれども、音響

の問題でいったら、例えば防音なんかが

できないのかということで、こうした庁
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用器具費とか設備工事で余ってたお金と

かでできんかったのかなということも、

ある意味思ったりもしています。なかな

か、その部分では壁だけでなくて床もや

らないといけないということで、できな

いということもおっしゃってたかなと思

うんですが、ただ、今やっぱりいろいろ

利用される方もふえてる中で、断ってる

事例とかそういうようなことがもしある

ようでしたら、そうしたものも出してい

ただけたらと思っております。

　あと、モニタリング部分では、特に不

安や不具合とか、そんなことはなかった

ということでいいんですかね。

　市民活動支援ということで、まずは協

働、市民活動をどう支援・発展させてい

くのかというのがこれからの課題という

ことをおっしゃられてます。その中で、

職員研修に平成２２年度としては力を入

れてやってこられたというようなことで

すけれども、この間、何度か指摘させて

いただいてる中で、職員の数が減ってな

かなか、もちろん研修していろいろと市

民の方とかかわっていく中で、大いにこ

の部分を進めていこうということは思っ

てらっしゃるのはわかるんですけれども、

きょうも朝この委員会の部屋に入って、

以前と比べたら人が少ないなというよう

なことをまず思いました。児童福祉の分

野が教育委員会のほうに行ってますから

もちろん減ってるのはそうですけれども、

機構改革の中でここに出席される方も減っ

てるんだなというようなことだけではな

く、やっぱり行革で６６０人体制、５年

間で減らしていくということでしたけれ

ども、もう既にその６６０名と少なくなっ

てるなというようなことの中で、まずは

職員ということでここではやられてるけ

れども、その辺、本当に次のステップに

踏み出していくときに、難しくなっていっ

てないのかなというようなこととかを感

じたりするんですが、その職員研修をさ

れてその後のところですね、事業の中身

で実態というか考えてることあるようで

したら、お聞かせいただけたらと思いま

す。

　産業振興の部分ですが、事業をされる

ときに聞かせていただいたことですね。

旅行企画、バス会社でプロポーザルで委

託先を決めていくということで、４人の

方は正社員として今も頑張っておられる

ということです。今後、その産業ツーリ

ズムということが構想の中ではあるとい

うことでおっしゃってるわけですけれど

も、何かその中で会合を持ったりとか、

何かアプローチして進めていくことになっ

ているようであれば、どういう方がここ

に参加されてきててとかいうふうな、次

のステップの見通しをもう少し詳しく教

えていただけたらと思います。

　環境対策の地球温暖化防止地域計画の

策定も、プロポーザルで委託先を決定し

てつくられたというようなことですけれ

ども、金額にかかわってはその入札、一

般廃棄物処理とは違うんだというような

ことで受け取ったんですけれども、その

計画の中身ですよね。丸々委託してつくっ

てもらうわけではなくて、職員の中でい

ろいろと議論もしてつくっていく。その

つくっていく過程の中で、この委託先の

選定とこの金額の差異が大きく出てくる

というのが、理解しにくいんですけれど

も、地球温暖化防止地域計画ですね。私

も案で６月に出されてる部分は見せてい

ただいて、摂津市の特徴と全体的なこの

間の地球環境にかかわる動きとか、今後

の計画進行管理ということで出てるんで

すけれども、策定していくに当たって、

ほかの計画とかとどお違ってるのかとい

うようなことが、逆に言ったら一般廃棄
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物処理基本計画のほうが、その予算と比

べて低い金額で入札できたのかなという

ようなこと。そこのところ、部長なり次

長から説明をお願いできたらと思います。

　ごみ量の問題についてはわかりました。

あと、エコアクション認証にかかわって

のところで、例えば外部団体とかそうい

うところに働きかけをちょっと強められ

ないのかなとか、そういうようなことが

答弁になかったかと思うので、お願いし

たいと思います。

　健康推進にかかわる部分です。がん検

診にかかわって、今回初めてそんなこと

があったというようなことで、私も聞い

てびっくりしたところなんですけれども、

圧迫骨折というようなことで耳にはした

んですけれども、診断書がきちんと今の

ところ出てないというようなことでした

ら、今後の経過をしっかりみていっても

らえたと思いますし、委託先のその体制

ですよね。なかなかどこにでもお願いで

きるわけじゃなくて、お願いするところ

も限定的、ある意味そんなに選択肢がた

くさんあるわけではないというようなこ

とだと思うんですけれども、いろいろ、

一つ一つこういった事故なり苦情なりが

あったというようなことでいったら、改

善と言いますか、職員の体制であります

とか、また対応の改善でありますとか、

そういうようなことを市としても要望し

ていっていただきたいと思います。

　骨密度検査は、ある意味検査を受けら

れる方の数としてはふえてるわけですね、

充実もしてきたというようなことで。保

健センターに委託というようなことになっ

てますけれども、以前はどこになってた

のかなというようなこと、それはまた、

後で構いませんので、答弁は結構です。

また、教えていただけたらと思います。

　樹木消毒ですね。専任の作業員の方が

いらっしゃってということで、その方が

退職された後は委託をされているという

ようなこと。もしよかったら次の答弁で

委託先を教えていただきたいのと、それ

で平成２３年度では予算が３３０万円と

いうことですから、多分年度途中で退職

されてて不補充になってるのかなと思う

んです。ただ年間５０件ほど消毒作業に

出ていかれる。前のその作業員の方はそ

れが専門で、ほかの仕事をされてなかっ

たわけではないですよね。だから、ほか

の健康推進課の仕事もされてて、必要な

ときには防疫作業、消毒作業というよう

なことで出かけられてて、その方がいらっ

しゃらなくなって、今年度その委託料が

３３０万円ということで言いましたら、

それは人は減らしたけれども、ある意味

支出の削減と言いますか、そういうよう

なことになっているのかな、どうかなと

いうふうな話が気になるんですけれども、

そこのところお聞かせいただけたらと思

います。

　市営葬儀にかかわってですけれども、

これは行革の資料ですね、タイムスケジュー

ルなど見てましたら、昨年２２年検討で、

２３年から実施というふうなことになっ

てましたもので、ある意味この機構改革

で部署が移るのがその見直しというよう

なことなのかなと思ってましたら実はそ

うではなくて、ことしまだ検討もして、

来年度には更に見直しをかけていくとい

うようなことでしたら、その見直しの中

身と言いますか、そういったところにつ

いて、まだ詳しくは詰められてないのか

もわかりませんけれども、もしこの場で

お答えできる部分が先ほどの答弁以上に

あるようでしたら、お願いしたいと思い

ます。なければ結構です。

　生活支援課の部分です。ご説明いただ

いた補助金の使い道、流れのところはわ
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かりました。生活支援課でもその対象に

なられる保護世帯もふえて、本当に苦労

もされてる、いろんなケースがあって、

就労、自立支援とかにも力を入れて取り

組んでおられるというようなことは日ご

ろからみてるところなんですけれども、

その中の事業で、住宅手当とか、就労支

援でありますとか、こういったことで取

り組んでる部分が事務報告などに反映で

きないのかというようなことがありまし

て、事業というふうについてますので決

算書とかでもわかるように、もうちょっ

と記載がされるように改善もよろしくお

願いしたいと思います。これも要望にし

ております。

　ひとり暮らし高齢者の実態把握事業に

かかわってです。これまで把握されてた

ひとり暮らしの高齢者の方たち、主には

その社協とかも通じて、また民生委員が

かかわっていただいてる方も多いと思う

んですけれども、今回の把握事業を行っ

たことで、更に実態がわかってきたこと

も多いと思います。答弁の中ではおおむ

ね元気な方が多いということでありまし

たけれども、中身をみてましたら、調査

を行ったことでその介護保険の制度とか

も、よし使おうかなと、認定も受けてみ

ようかなということにつながってる方多

いと思いますし、また制度があるのを知

らなかったという人も多くつながっていっ

てると思うんです。

　そうした中で、高齢者の方はどんどん

ふえていますけれども、地域の民生委員

数とかはふえないと思うんです。だから

一人の方がかかわる量とかも多くなって

いってるのかなというふうな話ですね。

また、いろいろな仕事の量も随分多いと

思うんです。そういった中で、職員の方、

地域包括支援からかかわられてる方、い

ろいろいると思うんですけれども、ヘル

パーの方とかもそうだと思いますし、い

ろいろとカバーできてるのかなと、人が

足りないんじゃないかなというふうなこ

とを率直に思うわけなんですけれども、

この実態調査の中身から、その辺のとこ

ろを担当課の実情を聞かせていただきた

いのと、認知症高齢者の方の支援にかか

わっては、割と具体的なまとめもされて

いってるというふうなことでみさせてい

ただいたんですけれども、そこの部分で、

例えば、市役所と地域包括支援センター

が中心になってさまざまな地域の資源、

サービス事業者と連携し合ってというよ

うなことがある中で、地域包括支援の委

託みたいなことが今後の行革に出てきて

いるのが、どうかなと思っています。

　やっぱり市が直轄で今やってるからや

れているような事業もたくさんあると思

うんです。この実態調査の中でもやっぱ

り大きな役割を果たしていただいてます

し、その辺のところ、どんな検討がされ

ているのかということが気になりました。

市役所の役割、社協の役割、また民間の

いろんな事業のサービス提供者が取り巻

く中で、一人一人の市民の方の暮らしを

支えていくというふうなことでいったら、

地域包括なんかは引き続きしっかりと直

営でやってく必要があるんじゃないかな

と思うわけですけれども、そこのところ

をお聞かせいただけたらと思います。

　訴訟委託料の関係は、去年のいろんな

議事録なんかも見てましたら、昨年６月

の協議会のときに報告受けたことなんだ

ろうなと思っていました。ただ、その後

の報告がなかったのでどうなってるのか

なというようなことも気になってました

からお伺いしたんですけれども、今まだ

経過の報告、なかなかしにくいというよ

うなことですね。またきちんと内容わか

りましたら報告もお願いしたいと思いま
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す。

　介護保険にかかわって、介護職員の処

遇改善のことについては、本当に国の制

度を通してこの間やってきたけれどもと

いうようなことですが、来年度の介護報

酬の問題、また制度改革の問題等々、不

安が多い状況ですけれども、介護保険の

特別会計のときに質疑したいと思います。

　ケアプラン原案のところについても、

先ほどの説明で理解しました。ありがと

うございます。

　障害福祉課のところですが、障害者総

合支援センターということで、新しい場

所にきたということは一つやっぱり大き

な意味もあって、随分と喜ばれてるなと

いうふうなことあるかと思います。ただ、

障害者センターとしてみたときに、他市

の状況なんかを比較して私も何箇所か見

て回ったりしました。そうしたときに、

これまでの状況といったら、ふれあいの

里が摂津の中では障害者のそういうセン

ター的なことだったと思います。ただ、

高槻市との境でなかなかそこでは通所さ

れてる方は利用できても、相談支援とか、

また地域のセンター、市内全体の核にな

り得なかった部分が、今徐々にこの総合

支援センターというようなことで前進し

つつあると思いました。ただ、よその行

政でみたときには、やっぱり中心的な場

所、また人がたくさん交流できる場所に

会議室や集会所的な使える場、ボランティ

アセンターなんかも含めたような、そう

いうセンターがあってというふうなこと

なんかもありますから、なかなか今の状

況でよしというふうにもならないのかな

とも一方では感じています。相談支援と

いうようなことで、大いにこの場所を使っ

ていただくことと、あわせて今後またよ

りよい検討を利用者の方たちの声も拾っ

ていっていただけたらと思います。これ

も要望です。

　最後、移行支援事業なんですけれども、

障害者作業所が新法に制度が変わって、

法人格をとってというようなことの中で、

吉田課長も言われたような、職員層が若

くて、長くからやってる社会福祉法人と

比べると運営的・経営的には不安定な部

分もあるというようなことは、私も本当

にそうだと思いますし、あと以前の事業

所の収支なんかと比べたときには、１．

４８倍、１．８倍というようなことでふ

えてるというようなことはもちろんわか

るんですが、ただそれが民間社会福祉施

設なんかでみたときに、これやっぱり安

定して経営・運営していけるものなのか

どうかということは、しっかり検証もし

ていただきたいと思っています。 　こ

の収支の改善の中で、ある事業所では府

の職員並みの職員給料を払えるかなとい

うようなところも出てきたということで

すけれども、以前は民間の社会福祉法人

で働いてる人たちは、公私間格差是正制

度というような中で、福祉職の俸給表の

中で公務員と変わらない賃金というよう

なことが保障されてたときと比べたら今

は全然そうなってませんし、公益的なそ

ういう事業を安定してやっていける、そ

ういう法人に、ある意味これから育てて

いくというふうなことが、もっともっと

必要なんだろうとも思ってます。一般質

問のときとかぶってしまって申しわけな

いんですけれども、やっぱりそういった

意味では今後の運営にかかわっての市の

役割、補助のあり方とかについても、再

度しっかりと中で検討もしていただきた

いと、これも要望にとどめておきます。

以上で２回目の質問とします。

○森内一蔵委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　市営葬儀の見直しと第

４次行革の関係でご答弁申し上げます。
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　葬儀全般の見直しにつきましては、市

民サービスに及ぼす影響が大きいという

ことがあります。それで、より慎重に実

施していきたいという思いもありました。

同時に進行しておりました機構改革や斎

場の火葬炉の整備、改修工事の進捗状況

もありましたので、やむを得ずちょっと

ずれてしまったということでございます。

具体的な見直しの内容ですが、先ほども

申し上げましたように今の葬儀の形態は

変わってきております。今の市営葬儀は

祭壇を組んで行うことを前提にしており

ますので、例えばご自宅で家族だけで見

送りたいという場合には、別に祭壇を組

む必要もございませんので、そういうよ

うなことも含めて簡易な規格、そういう

ようなものも検討しておりますし、あと

宗教にとらわれない葬儀ということで、

お花だけで送ってあげたいというような

葬儀もあると思いますので、そういうこ

とも含めて規格そのものを見直して、利

用しやすい形というのを考えていきたい

と思っておりますが、まだ具体的になっ

ておりませんので、先ほども申し上げま

したように形が決まりましたらご報告申

し上げたいと思います。

○森内一蔵委員長　中尾課長代理。

○中尾市民活動支援課長代理　コンベン

ションホールの利用、それから防音対策

について、まずお答えさせていただきま

す。

　コンベンションホールにつきましては、

集会や会議を主な目的として設計されて

おり、音楽演奏やカラオケ等の音楽イベ

ントに対応した防音設備はされておりま

せん。基本的な建物の構造上難しく、現

在のところコンベンションホールの新た

な防音対策というのは考えておりません。

しかしながら、利用者からはコンベンショ

ンホールを使用した懇親会でのカラオケ

とか音楽イベントというか、日ごろの活

動の発表の場としての要望が数多くあり

まして、現行の設備で対応できる範囲で

の利用をしていただいてる状況でござい

ます。

　それから、断ってる事例ということで

ございます。基本的に営利目的の利用に

ついてはお断りをしておりますが、利用

内容を確認しながら、大きな音が出るも

のとか、あと一つあったのが、直火を使っ

て、火を使ったイベントということで、

これはちょっとご遠慮願えませんかとい

うことがありますけれども、基本的には

お断りしている事例はございません。

　市民活動支援の職員研修ですが、市民

活動支援課の取り組みとして、平成２２

年当初、現行の体制とは変わっておりま

すが、市民活動についての相談業務とい

うことで、職員が週２回火曜日と木曜日

の夜８時まで残りまして、シフト勤務で

相談体制をつくっておりました。それか

ら、平成２３年度から大阪府からの権限

移譲ということで、ＮＰＯの承認手続事

務というのを受けておりまして、相談業

務や認証事務を行っております。また９

月からは個人やサークル、それからＮＰ

Ｏ等の団体を主な対象として、団体運営

についてのワークショップ、講座を開催

させていただいております。

○森内一蔵委員長　山田参事。

○山田保健福祉部参事　ひとり暮らし調

査あるいは認知症の実態調査を踏まえて、

これからの高齢社会をどう支えていくの

か、その人材はどうかというような問い

ですけれども、今、地域包括ケアという

ことでいわれてまして、地域の中で介護

あるいは医療、それから生活支援的な福

祉サービス、これは身近な地域の中で支

えていこうということがいわれておりま

す。確かにご指摘のように、例えばひと
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り暮らしの高齢者がふえる中で登録の方

もふえて、民生委員のお仕事もふえてる

実態もそのとおりでございます。ただ、

いろんな問題の中で、ひとり暮らしの方

だけでもなく高齢者のみの世帯、あるい

はご家族と一緒にお暮らしでも虐待が行

われている事例とか、いろんな活動をす

ればするほどいろんな、掘り起こしとい

う言い方はおかしいかもしれませんけれ

ども、実態がどんどんみえるようになっ

てきた。また、その対応に人材も必要に

なってきたというのが現状かと思います。

　それぞれ地域包括支援センターの職

員であったり、コミュニティソーシャル

ワーカーであったり、それから民間のケ

アマネジャー、あるいはそれぞれサービ

スを提供されてるヘルパー、デイサービ

スの療法士、それから医療の関係の方、

いろんな専門職の方々が支える部分。そ

れから、民生委員を初めとして、これか

らは自治会でありますとか老人クラブで

ありますとか、あるいはボランティアと

いうことで、地域の中で支える部分、そ

の辺が今まで以上に連携しながら、ネッ

トワークをつくりながら、この高齢社会

を支えていく必要があると認識しており

ますが、なかなか簡単にはいかない、いっ

ていないというのが現状かと思います。

その中で、地域包括支援センターを今ま

で直営でやってきたのを委託という話が

どうなのかということなんですが、それ

ぞれの市町村でそれぞれの形態で地域包

括支援センターを運営しております。

　当然この業務自体は市町村の仕事であ

ることは言うまでもなく、それを責任を

持って運営できるという法人に委託とい

うことで、委託されている市町村はそう

されてるというわけなんですけれども、

我々もさまざまな条件や課題がある中で、

よりベターな方向に持っていきたいとい

うことで、いろいろ検討を進めておりま

す。具体的に言いますと、今直営という

ことではございますが、やはり非常勤の

職員の比率も多くなっておりまして、実

際の対応になりますと夜間、あるいは休

日等の継続したケース対応が必要な場合

もございます。そういう中でなかなか非

常勤職員では対応が困難な場合というよ

うなことも課題としては上がっておりま

す。継続して同じ方にかかわっていただ

くという中で、雇用条件の問題もあって

人が入れかわるといった問題も起こって

おります。

　それが委託ということですべて解決す

るのかということではないかとは思うん

ですが、一定委託する場合につきまして

は、例えば常勤の雇用であるとかそうい

う処遇面も考えた上での委託というよう

なことで、いろいろと方策を探っている

ところでございます。ということですの

で、必ずしも直営、必ずしも委託という

ことではなくて、いろんな課題をクリア

するベターな方向を考える中で、今一番

いい方法を考えているということでござ

います。これは第４次行革の中でも委託

について検討ということで上がってる項

目ですので、今まさに具体的に検討して

いるところでございます。

○森内一蔵委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　地域人材育成の

雇用に結びついた４人についてご答弁申

し上げます。

　平成２３年３月３１日をもちまして委

託事業は終了しましたが、５回ほどその

メンバーと話を交わしております。まず、

４月以降はその企業の即戦力ということ

でローテーションに入っておりまして、

３名のバス会社のほうは２名が乗務員、

１名が事務と営業、もう一方の事業所の

ほうではバス乗務員という形で業務が皆
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さん分かれておりまして、なかなか土日

も含めてローテーションの中で会うのが

難しい状況になっております。ただ、次

回は年明けにお会いする形でアポがとれ

ております。今までお話ししている内容

としましては、物づくり企業を回る見学

はできないか、また観光資源の開発等の

何か事業はできないか、またイベントを

企画して集客することはできないかとい

うような課題について話をしている状況

でありまして、また、これらの事業がで

きる段取りになりましたら、もちろんそ

の事業所の方の会社の方もサポートいた

だいて、また、市と協力、連携しながら、

市内にお客さんが来ていただけるような

企画をしていきたいという形で考えてお

ります。

○森内一蔵委員長　土井参事。

○土井生活環境部参事　環境政策課の地

球温暖化防止地域計画の委託について、

特に入札とプロポーザルの方法について

のご質問と思いますが、計画書をつくる

に当たりましては、市の方がどれだけそ

の計画書をつくるに当たって資料提供で

きるかとか、市の方がある程度、方針を

持って計画書をつくるとか、いろいろか

かわり方も大きく変わってくると思って

おります。

　地球温暖化防止地域計画につきまして

は、本来、これはある一定規模以上の市

町村には義務づけられている計画策定で

すけれども、摂津市としましては、義務

はないのですけれども、ＣＯ2削減に取

り組んでいこうということで取り組んだ

計画でございます。この中で、特に委託

につきましては、でき上がったら１冊の

冊子なのですけれども、土木工事なんか

と違いまして、何か一定の規格のあるも

のができてくるというものではないので、

非常にその考え方とかまとめ方というの

には左右されるところがございます。だ

からプロポーザルがよくて、普通の入札

がだめというのではなくて、やっぱりケー

ス・バイ・ケースでプロポーザルでやる

のか、入札でやるのかというのを選択し

ていく必要があるとも考えております。

　特に、今回の地球温暖化防止計画では、

プロポーザルの提案の中で、市民のアン

ケートを実施していくとか、検討委員会

の中でいろいろな意見を聞いていくとか

ということも含めまして、プロポーザル

の内容も出していただいております。ま

た、それぞれの業者におきましては、内

容だけではなくて、この事業に対して幾

らでやりますという、金額のところも含

めて出していただいて、それらを総合的

に判断して今回の業者決定をいたしてお

るところです。確かに、入札になります

と、安くなるというところはあるのです

けれども、つくる内容によってプロポー

ザルなのか入札なのかというのは、今後

もいろいろと行政の方でもよく考えて判

断していく必要があると思います。

○森内一蔵委員長　杉本部長。

○杉本生活環境部長　エコアクションと

連携ということで、複数の課にまたがり

ますので、私の方で答弁させていただき

ます。

　エコアクションにつきましては、やは

り中小企業を対象といたしますので、中

小企業の方がこの省エネとか省エネルギー

とか省資源に対するご理解をいただく。

また、経営者の理解がないとなかなか難

しい。担当の環境業務課の方も一生懸命

やっておるのですけれども、ちょうどこ

の１０月から、企業立地促進の条例を通

していただいておりますので、市内企業

を回っていろんなＰＲ、市の施策ＰＲを

し、また市と企業との連携を図るという

こともやっておりますので、この中でも、
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またエコアクションの取り組みについて

を各企業に対してお願いをしてまいりた

いと考えますし、先ほどもありましたよ

うに、各団体、商工会、また、各業界の

団体がございますので、そういったとこ

ろにも呼びかけ、また、エコアクション

を広めるよう努力してまいりたいと考え

ております。

○森内一蔵委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　骨密度測定の委託

先につきましては、平成２２年度までは

結核予防会の方に委託してきております。

平成２３年度から保健センターの方に変

更しております。

　結核予防会の方では、１日当たり１０

０人前後の測定のみでしたので、今は保

健センターの方で特定健診とセットで受

けられるということで、受診回数も月に

５回から７回ぐらいにふえておりますの

で、受診者数も先ほど５００人と申しま

したが、４月から９月までで８６０人の

方に測定を受けていただいております。

　樹木消毒の委託先ですが、摂津の造園

協会の方にお願いしております。

　ハチの駆除に関しましては、大阪府の

ベストコントロール協会の方にお願いし

ています。現在、職員が１人と再雇用職

員２人の３人体制という形で消毒、防疫

業務を行っているのですが、ペット等の

死獣の回収であったり、市内の水路の計

画的消毒であったり、狂犬病予防注射の

集合注射等の業務に今、従事していると

ころです。

○森内一蔵委員長　弘委員。

○弘豊委員　市民活動支援にかかわる分

から聞かせていただきます。コンベンショ

ンホールでのさまざまな利用にかかわっ

ては、概ね要望はあるけれども、基本的

に利用を断ったりとかはしないで、話し

合いをして、しっかりと理解を得ていく

ということでやられていくということで

すよね。モニタリングもやられて、不安

や不ぐあいとかはもちろんなかったけれ

ども、何かしら改善できるようなことと

かもないのかなということがあって、聞

かせていただいたのですが、これについ

ては、この間いろんな要望に即して利用

の方も進んでいるということですから、

都度ですね、また、要望なんかもある中

でお話もできたらということで、この点

については結構です。

　市民活動支援のお話の中で、相談業務

で晩の８時まで残ってやっておられると

いうようなこと、ＮＰＯの承認とかで府

からの権限移譲で仕事もふえているとい

うふうなこともおっしゃっておられます。

新しい拠点ですから、これからももっと

もっと人が寄って行って、全体の協働の

拠点みたいなことで考えておられるとい

うことですので、ぜひとも頑張っていた

だきたいというふうなことです。

　コミュニティプラザの１階の食堂部分

の店舗がまだ入ってないということなの

ですけれども、ここにかかわっては、そ

のモニタリング、まだ利用はしてないけ

れども、その後、何かしら入ったあとに

ちょっとぐあい悪いのではないのという

ことが出てきた場合には、改善ができる

のかどうか、そこの点だけ気になりまし

たもので、お聞かせいただけたらと思い

ます。

　産業振興の点で、引き続き、この人材

育成で雇用された方との会合も持ってい

くというようなことでご答弁いただきま

した。その点につきましては、せっかく

やった事業ですから後々につなげていく、

そういうことでご努力を願いたいと思っ

ています。

　摂津の地域の魅力ということで、産業

のまちというようなことを押し出してと
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いうことですから、ここのところも大い

に取り組んでいただきたいと思うのです

けれども、ただ、この間の不況の中で、

会社の倒産でありますとか事業所の数が

減っているというようなこと、これは議

会の中でも、この間もいろいろと議論が

あったところだと思います。

　私、以前この議論があったときに、観

光というようなことを聞いたときに、本

当にこれが今、摂津に合っているのかな

ということで疑問も投げかけて、もっと

建設業とかがかなり多いと、運送業とか

がかなり多いと、そういったところに手

厚い支援ができないのかということなん

かを意見として述べさせていただいたこ

とがあったかと思うのです。そういった

意味では、その地域力としての産業のま

ち、もちろん考えておられるビジョンと

かあると思うのですけれども、その辺、

より高めていく部分では、一つ一つの事

業者が元気に仕事ができる、そういう点

での継続した支援ですね、例えば、以前

から言っているような、工場家賃の補助

だとか直接的な支援、住宅リフォーム助

成とかそういったことの新たな制度、そ

ういったこともぜひぜひ、あの中には考

えていって実現にもつなげていっていた

だけたらなと。そうでないと、産業のま

ちというようなことでの魅力が、なかな

かよそから来てもらう、そういうところ

にはならないのかなというふうな、摂津

の事業所はこんなに元気ということがあっ

て、初めてよそからも見に行こうかなと

いうことになると思うので、そこのとこ

ろに力を入れていただきたいということ

で、これ要望にしておきたいと思います。

　それから、市営葬儀にかかわっては、

丁寧な説明もしていただきましたので、

今後、方向性がみえましたら、また委員

会にご報告いただけたらと思います。こ

れも結構です。　

　環境にかかわってです。これは、計画

の部分で、入札のことで云々言いました

けれども、地球温暖化防止地域計画は、

今回新しくできたということで言いまし

たら、なかなか、どういう形でつくって

いくのかということも検討もされたと思

います。

　今、環境問題が全国的に注目を集めて

いますし、いろいろ資料を見ていました

ら、昨年度の自治振興でやられた市政モ

ニター事業の中でも、エコについてとい

うことでいろんな提言も出てきています

し、そういった意味では、今後更に発展

させていっていただきたいと思います。

　環境問題の中で、平成２２年度は年度

末に東日本大震災があって、放射能汚染

のそういう問題が、本当に環境問題の一

番大きなところなのかなと、今ある意味

思っています。

　この地球温暖化防止地域計画の中身を

見ましたら、再生可能な自然エネルギー

でＣＯ2が発生しないとか、また、原発

に依存しないとかいうようなことはもち

ろん書いていませんけれども、そういっ

たことも、今後のところでは、すごく大

事なのかなとも思っています。できた時

期もこういう時期でありますし、また、

この計画がありますよというのを、まだ

なかなか市民の中にも浸透してないと思

いますので、今後これを基に環境対策の

方でもしっかり取り組んでいただけたら

なということで、このことも要望として

おきたいと思います。

　エコアクションの認証のことについて

も結構です。

　地域福祉課にかかわる部分で、地域包

括支援センターのあり方、今後の高齢者

を取り巻く状況についてということで、

福祉に携わるマンパワー、なかなか職員
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だけではカバーし切れない部分もあって、

いろんな社会資源を使って取り組んでお

られる。これからもそういう方向をつくっ

ていくということもおっしゃられている

のかなと思うわけですが、やっぱり、そ

の中心になるのはここなんだという、そ

このところでの役割の発揮というか、そ

れはぜひとも、今後とも続けていってい

ただきたいと思っています。さまざまな

今回、実態把握事業を行った中でみえて

きている課題というのは、本当に市民一

人一人の生活の実態の中で出てきている

要望や、また、実態というようなことで

もあると思いますので、そこのところを

丁寧に、これまでも摂津市は、やっぱり

きめ細かな福祉ということでいったら、

他市と比べてもやっていっていると私た

ちも思っていますし、そういった面で発

展させていただきたいと思っています。

　それから、これは直接ここの所管では

ないので恐縮なのですけれども、ことし

の予算のときに、ひとり親家庭の実態調

査事業というのは、予算査定のところで

あがっていたけれども、今年度の予算で

は実施されてないというふうなことで、

副市長、ぜひこういったこともいろいろ

実態をつかまないと、次の新しい事業を

実施していくようなことにならないと思

いますし、この間、ひとり親が随分ふえ

ていっている。その中での課題というの

は、制度はあるけれども、なかなか制度

を利用できてないということからしても、

ぜひ必要なのかなということも思ってい

ますので、これは要望として、ぜひ次年

度にでも生かしていただけたらなと思っ

ています。

　健康推進のところで、二つお答えいた

だきました。

　防疫作業のところが、業務を委託した

ことで行革につながっているのかどうか

なというか、そこのところが今のお答え

でもわかりにくかったので、３名いらっ

しゃって今こういう作業をされています

というようなことをおっしゃいましたけ

れども、その前の年は、もう一人専任の

作業員がいらっしゃったということで理

解していいのでしょうかね。４名が３名

になって、そのうちこの樹木の消毒の業

務、それから、ハチの巣の駆除とかそう

いったことはほかに委託したということ

で、委託料は３３０万円に平成２３年度

はなっていくわけなのですけれども、そ

このところは、実際なかなか専任の作業

員でない、ほかの３名の方というのは、

また違った業務をいろいろとされている

ということで理解したらいいのですか。

その中身をもう少し、なかなか理解でき

てない部分もあるので、お聞かせいただ

けたらとお願いします。

○森内一蔵委員長　コミプラの１階の部

分については、これからの話ですけれど

も、一応、テナントの招致ということで

答弁してていただけたらと思います。

　中尾課長代理。

○中尾市民活動支援課長代理　レストラ

ンですけれども、今テナントをオープン

できる準備の方を進めております。

　ご質問のモニタリング等の件なのです

けれども、レストラン、このコミュニティ

プラザオープン時については、店舗予定

地とはなっておりましたけれども、倉庫

という形での許可をいただいておりまし

て、壁と床しかないような状態でのオー

プンとなっておりました。コミュニティ

プラザのオープン１年後の瑕疵検査等で

は、このモニタリングの委託業務の中で

の瑕疵検査、１年後の検査を一緒にして

いただいております。今後、レストラン

が入居しましてオープンします。その間、

レストランの出店業者と設備、それから
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接遇等、メニュー、その辺も含めて協議

をして、協定という形で結ばせていただ

いて、よりよいものを皆さんの声を聞か

せていただきながら、つくり上げていき

たいと思っております。

○森内一蔵委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　防疫業務について

ですが、平成２１年までは４人体制で、

先ほど申しました、水路消毒、ペットの

死獣回収、狂犬病予防注射、樹木消毒等

を実施してまいりました。

　平成２２年度に１人の退職ということ

で、この業務を３人で実施していくには

ちょっと困難ということで、樹木消毒に

関する部分を委託したという経緯でござ

います。

○森内一蔵委員長　福永部長。

○福永健康福祉部長　ご質問の中に、１

名削減をしたけど委託をしたらその費用

がかかっているじゃないかと、行革に本

当になっているのかというようなご質問

の趣旨があったかと思うのですが、実際

には防疫作業員の今後のあり方というよ

うなところは、行革の方針の基に６６０

人体制というところの動きの中で、不補

充というような流れの中で行われている

ことではございます。そのこととあわせ

まして、実際には防疫作業員が担当して

おりました樹木消毒を市内の業者の方に

受けていただけるという流れになります

と、これは市内の業者の振興ということ

にもつながってまいりますので、その費

用が全額ゼロになるということはあり得

ないと考えておりますので、行革の流れ

の中で実施して、今後も方向性を考えて

いけたらと考えております。

○森内一蔵委員長　暫時休憩します。

（午後３時　１分　休憩）

（午後３時３３分　再開）

○森内一蔵委員長　再開いたします。

　質疑を続けます。

　質疑のある方、南野委員。

○南野直司委員　以前にも経験があるの

ですけれども、今回、民生常任委員会の

委員ということでなりましたので、どう

かよろしくお願いいたします。

　質問に番号をつけていますので、よろ

しくお願いします。

　１点目ですけれども、歳入で一点だけ

聞かせてもらいます。

　決算書の３５ページ、住民基本台帳カー

ド交付手数料１７万３，５００円につい

てでございます。昨年の４月１日から６

５歳以上の方を対象に、住民基本台帳カー

ドが無料になりました等々ありまして、

この平成２２年度の発行枚数、それから、

今現在どれぐらいの発行枚数になってい

るか。年齢別とかも教えていただきたい

と思います。

　２番目です。決算概要の５６ページ、

地域コミュニティセンター構想策定事業、

決算額１万１，８３０円についてでござ

います。コミュニティ施設の配置につい

て検証するとあります。執行率が９．９

％になっておりますが、事業の中身につ

いてお聞かせください。

　本来この事業の中で、策定委員会など

を予定されていたと認識いたしますが、

その点もお聞かせください。先に、山崎

委員と弘委員が質問されまして、質問と

答弁で重なる部分はあると思うのですけ

れども、ご理解はいただきたいなと思い

ます。

　３番目に、５８ページのバンダーバー

グ市サッカー交流事業、決算額３４５万

３，２６０円についてでございます。青

少年のサッカー友好交流として、バンダ

バーグ市に交流訪問団を派遣されまして、

この事業の内容について、具体的な中身

をお聞かせいただきたいと思います。
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　４番目、６０ページの防犯灯事業、決

算額２，４１２万７，４８４円について

でございます。犯罪のないまちづくりに

伴う防犯灯の設置及び修繕や維持管理な

どの内容について、事務報告書にも掲載

していただいておりますけれども、具体

的な内容についてお聞かせください。先

ほど答弁もありましたけれども、累計で

の数も含めてお聞かせいただきたいと思

います。

　それから、５番目になります。６２ペー

ジ、犯罪被害者等支援事業、決算額２５

７万６，４００円についてでございます。

これは執行率が４２．８％でありました

が、事務報告書に１５件の受け付け、ご

相談等々、中身について答えられる範囲

で教えていただきたいなと思います。

　６番目です。同じく６２ページの市民

相談事業、決算額２６６万３，８００円

についてでございます。

　弁護士による法律相談及び外国人の方

を対象とした相談などでございます。こ

れも事務報告書に相談件数が掲載されて

おりましたが、具体的な中身についてお

聞かせいただきたいと思います。

　７番目、同じく６２ページ、市政モニ

ター事務事業、決算額７，９２０円につ

いてです。

　委嘱されたモニターの方々で、テーマ

を決定し、その内容に沿った議論、検討

を重ねていただき、提言書として市長に

提出するといった事業であります。この

中身についてお聞かせいただきたいと思

います。

　それと、定数２８名とホームページに

も載っていたのですけれども、平成２２

年度は１６名だったのですけれども、そ

の辺お聞かせいただきたいと思います。

　それから、８番目になります。６４ペー

ジのコミュニティプラザ管理運営事業及

び市民活動支援事業とＯＡ機器管理事業、

あわせてお聞きしたいと思います。

　昨年７月に、新しい市の顔となるコミュ

ニティプラザがオープンしまして、１年

３か月がたちました。この間、多くの市

民の方がさまざまな行事等で利用してい

ただいておりますが、このコミュニティ

プラザにおいては、市内の公共施設で初

めてインターネットから予約できるシス

テムを採用されまして、この部分に関し

ましては高く評価いたします。この予約

システムについて、運用状況を聞かせて

いただきたいと思います。

　９番目、７８ページ、ひとり暮らし高

齢者等実態把握事業、決算額５２３万７，

０８７円についてでございます。

　これも先ほどご質問ありまして、答弁

もあったのですけれども、ひとり暮らし

や認知症の高齢者の実態把握を行い、必

要な支援策を検討するとあります。事業

の中身について再度お聞きしたいのです

けれども、医療情報キットが１，８５０

名に配付と言われたような気がするので

す。登録が１，５３９名ですか、何人の

方がいらっしゃって、登録が何人されて

いて、何人ぐらい残っているのかとか、

具体的な部分を聞かせていただきたいと

思います。

　それから、１０番目、７８ページ、地

域福祉活動支援センター事業、決算額６

０８万４，０００円についてでございま

す。

　本市の地域福祉計画の目標であります、

総合的かつ多機能な拠点施設として、さ

まざまな地域福祉活動を展開するという

ことで、これは執行率が９．３％、それ

から５，９００万円近くを平成２３年度

に繰り越しということでございます。具

体的な中身についてお聞かせいただきた

いと思います。
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　１１番目、８０ページの介護予防・ふ

れあい事業、決算額１，６９７万４７３

円についてであります。

　決算概要に４点ほど事業の中身が書い

てありますけれども、配食サービスの委

託、ふれあい入浴に係る市内公衆浴場へ

の補助、街かどデイハウスへの補助、は

り・きゅう・マッサージ施術費補助にな

りますが、具体的な事業内容、中身につ

いてお聞かせください。

　１２番、８６ページ、障害者自立支援

事業、決算額２２２万８３２円について

でございます。

　障害者総合支援センターに、身体、知

的、精神の不自由な方に対して相談窓口

を設置し、生活面と就労面を総合的に支

援、これが新たな総合支援センターの運

営ということで、先ほどの答弁で認識し

ておるんですけれども、この総合支援セ

ンターが、いわゆる総合的な相談窓口と

いうことで、これ先ほどもあったのです

けれども、例えば、ふれあいの里であっ

たり市役所といったり、例えば、どこか

から引っ越しされて来た障がいをお持ち

の方にご案内するときに、総合支援セン

ターに行ってくださいと言ったらいいの

か、市役所もそうですけれども、どうい

うネットワークになっているのか聞かせ

ていただきたいなと思います。

　それから、１３番目です。９８ページ、

リハビリテーション教室事業、決算額２

万９，９１８円についてです。

　在宅のリハビリが必要な方に対して、

療法士や看護師等が機能訓練を行うとい

うことで、この事業はあるのですけれど

も、中身についてお聞かせいただきたい

なと思います。

　１４番目、９８ページ、がん検診事業

と、１０２ページの特定健診・特定保健

指導事業について、あわせて聞かせてい

ただきます。

　子宮頸がん検診や乳がん検診について、

節目年齢における検診費用の無料化を引

き続き実施していただき、早期発見につ

なげる取り組みをしていただいておりま

すが、検診率に関してどうでしょうか。

これは、例えばで言わせていただいたの

ですけれども、がん全般の検診率につい

てどうかと、また、特定健診、いわゆる

市民健診については、心電図及び眼底検

査項目を追加することにより、生活改善

や健康増進を支援されておりますが、こ

の点も健診率等々お聞かせいただきたい

と思います。

　それから、１５番目、１０４ページの、

温暖化対策事業、決算額１５３万７，６

５０円についてでございます。この事業

の中身について、実績等々、具体的な部

分をお聞かせいただきたいと思います。

　１６番、１０８ページ、エコアクショ

ン２１認証取得助成事業について、これ

もお二人からご質問ありまして、ご答弁

もあったのですけれども、ホームページ

にもいろんなスクールのことであったり、

申請方法であったり書かれていたと思う

のですけれども、その中で、このエコア

クション２１を認証取得したら、どんな

メリットがあるかという部分を記載いた

だいていたと思うのですけれども、その

点お聞かせいただきたいと思います。

　１７番目に、１１４ページの、中小企

業金融対策事業、決算額１億３１７万２，

６４１円についてでございます。リーマ

ンショック以降、厳しい経済状況が続く

中、中小企業事業資金融資制度において

は、運転資金の融資期間の１年間延長、

それと利息と保証料の全額助成を実施し

ていただいて、平成２２年度ですけれど

も中小企業の経営を支援していただきま

した。事業の中身についてお聞かせいた
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だきたいなと思います。

　１８番目、１１６ページ、事業所デー

タベース維持管理事業、決算額１４５万

４，４５１円について、インターネット

で市内事業所が所在や特技を情報発信す

ることができる事業所ネットへの登録事

業所数の増加を図り、事業所間取引のきっ

かけを提供していますということであり

ます。

　ホームページに掲載していただいてい

まして、リニューアルもしていただいて

おりまして、見やすくなっていると思い

ます。その辺お聞かせいただきたいと思

います。

　１９番目に、同じく１１６ページ、地

域就労支援事業、決算額１４９万４，２

７９円についてでございます。

　厳しい雇用情勢の中、市内各事業所や

ハローワークなどと連携を図りながら、

就職面接会を開催するとともに、就職に

結びつきやすい講座を開催いたします。

また、市内の企業において失業者を短期

に雇用し、長期の雇用に結びつく知識や

技術を習得する研修を行う、地域人材育

成事業でありますということでございま

すけれども、これも市のホームページに

も最新の求人情報等々掲載していただい

ておりまして、今、更新もしていただい

ております。事業の中身についてお聞か

せいただきたいと思います。

　それから、２０番目です。１１６ペー

ジの地域人材育成事業、決算額１，３４

１万９，５５９円について、これも先ほ

ど質問もご答弁もあったのですけれども、

大阪府のホームページにも大阪府が出し

ておられまして、摂津市はそういった観

光の方でされたというお話がありまして、

これは地域で独自のそういった地域の実

情にあわせて、そういった取り組みがで

きる事業だと認識するのですけれども、

これは何年まで行われる事業なのか、一

回きりなのか、大阪府のホームページで

見た分では、これは平成２４年３月となっ

ていたのですけれども、その辺もあわせ

てお聞かせいただきたいなと思います。

　２１番目、１１６ページ、消費生活相

談ルーム事業、決算額９０３万３，６７

３円について、悪質な商法などによる被

害を未然に防止するため、街頭啓発や相

談活動の充実に努めると、また、専門家

による多重債務無料法律相談を継続し、

適切な助言により早期解決を図るという

事業の分ですけれども、これも中身につ

いてお聞かせいただきたいと思います。

　以上で、１回目を終わります。

○森内一蔵委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　１番目の住民基本台帳

カードの発行状況についてお答えします。

　住民基本台帳カードにつきましては、

平成１５年度から制度が実施され発行し

てまいりました。そして平成２２年度か

ら、６５歳以上の方については無料で発

行するということで、制度改正をさせて

いただきました。平成２１年度の発行件

数は５２０枚でしたが、無料の効果もあっ

たのか、平成２２年度では７３３件の発

行枚数になりまして、そのうち無料で発

行させてもらった枚数が３８８枚になっ

ております。

　発行累計につきましては、平成２３年

度末で２，９７７件になっておりまして、

途中で転出されたり亡くなられた方もあ

りますので、平成２２年度末で２，５２

９件の発行枚数になっております。

　質問の中にありました、年齢別につき

ましては、今手元に資料を持っておりま

せん。統計として取っておるのか、それ

とも改めて抽出して出さないといけない

のか、その辺がわかりませんので、また、

わかり次第報告させていただきたいと思
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います。

○森内一蔵委員長　早川課長。

○早川環境業務課長　エコアクション２

１のメリットについてお答えさせていた

だきます。

　先ほども言いましたが、エコアクショ

ン２１というのは、環境省がつくった中

小企業向けの環境経営システム、環境活

動レポートガイドラインのことで、閣議

決定された２１世紀環境立国宣言に、事

業者の取り組みとして位置づけられたも

のであります。

　メリットとしましては、環境問題に対

する意識向上、省資源、省エネルギー、

二酸化炭素削減、節水、排気、廃棄物削

減によるコストダウン、環境汚染や事故

による環境リスクの未然防止、事業施設

イメージアップ、環境に優しい、環境の

保全をし、美しい地球を子どもたちに引

き継いでいきたいというメリットがあり

ます。

　本市としましては、この補助事業を、

審査料、認証、登録料の２分の１、２０

万円を上限とした分が入ります。大阪府

下でも、この補助制度はしているところ

が何か所かあります。

○森内一蔵委員長　土井参事。

○土井生活環境部参事　質問の１５番、

温暖化対策事業の具体的な中身について

お答えします。

　これにつきましては、まず、一つは、

環境家計簿の取り組みをいたしておりま

す。平成２２年度におきましては、３４

３人が環境家計簿事業に参加していただ

き、最終の報告までしていただいたのが

２２０人という形になっております。

　それ以外に、環境家計簿の参加者を対

象としまして、講師を呼んでの勉強会や

意見交換会等もあわせて実施しておりま

す。

　それと、グリーンカーテンの事業につ

きましては、ゴーヤの苗を５００株用意

いたしまして、市役所をはじめ学校とか

他の公共施設に配布をして、グリーンカー

テンの事業に取り組んでいただいており

ます。ことしにつきましても、市役所の

本館を利用しまして、立派なグリーンカー

テンができていたのも見ていただいてい

ると思っております。

　それと、摂津まつりにおきまして、打

ち水、ヒートアイランド防止という形の

中で、子どもたちを対象に水鉄砲を用意

しまして、楽しく打ち水での温度が下が

るということを体験していただくような

ことも、あわせてやっております。

　もう一つは、雨水タンクの設置補助金

で、これにつきましては、雨水タンクを

個人で設置される方に対しまして、雨水

タンクの料金と設置費あわせまして総額

の２分の１、上限を３万円という形で補

助をしているものでございます。平成２

２年度につきましては、申請は１件でご

ざいました。

　それと、グリーンカーテンコンテスト

では、写真コンテストの表彰もしている

ところであります。また、環境家計簿で

は、せっつエコポイント制度をつくりま

して、１０ポイントをためますとプリペ

イドカードとの交換ということも、あわ

せて行っております。

○森内一蔵委員長　門川課長。

○門川自治振興課長　５点のご質問にご

答弁させていただきます。

　１点目は、バンダバーグ市サッカー交

流の内容でございますが、本市は、バン

ダバーグ市と平成１０年１１月に友好都

市提携をしまして、今回の交流は、平成

２０年１０月２６日に摂津市とバンダバー

グ市の友好都市締結１０周年の記念の際

に、バンダバーグ市長が来摂されまして、
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その中で、青少年のサッカー交流を検討

するというお話が出まして、それが実現

したという交流事業でございます。平成

２２年８月５日から８月１２日の間、コー

チ５名、選手、これは中学２年生で１５

名、それと随行で市の職員２名が、バン

ダバーグ市へ行っていただきました。向

こうで国際ルールにのっとりまして試合

をされまして、６試合全勝をされたとい

うことです。中学生は滞在中はホームス

テイ等をされまして、国際感覚を一部養

われたというように聞いております。子

どもたちからはいろいろ経験してよかっ

たと報告を聞いております。

　この補助につきましては、バンダバー

グ青少年サッカー交流訪問団に対して旅

費等の半額を補助させていただいており

ます。

　２点目の、防犯灯の件です。

　防犯灯の新設につきましては、これは

自治会からの要望により、市内各地で２

６灯、これが２０ワット１６灯、３２ワッ

ト１０灯の防犯灯を設置しております。

　それと、暗い場所や道路の交差する場

所等で、著しく暗い場所を優先して防犯

灯の２０ワットから３２ワットへの照度

アップを４５灯させていただいておりま

す。これで計７１灯ということになりま

す。

　それで、平成２２年度末現在の防犯灯

は６，３５８灯でございます。また、電

気代は、市の方が負担しており、年間１，

７２６万円となっております。

　それと、自治会の方に維持管理費とし

て、電球の交換等に、年間約５０８万円

という助成をさせていただいております。

　３点目の、犯罪被害者支援の件でござ

いますが、支援内容としましては、市民、

加害者が親族でない、被害者が犯罪を誘

発していない、警察等に被害の届けを出

していただいている方、それと、１か月

以上の加療などの条件があります。相談

件数は、平成２２年度につきましては１

５件です。これは、いずれも犯罪に関す

る相談でございます。平成２２年度につ

いては１件、１６万２，０００円の支出

をしておりますが、これは家賃の補助と

いうことで、その方が摂津市から他市へ

出られるときに、敷金と引っ越しの費用

に充てさせてもらって執行しております。

　４点目の市民法律相談の中身でござい

ますが、相談内容につきましては、借地、

借家問題とか土地、建物の売り買い、そ

れと遺産、離婚、それと、あと、近隣の

関係です。そうした問題の中で、特に多

いのはやはり遺産、離婚と近隣の関係で

の相談が多く寄せられています。中身に

つきましては、個人情報保護の観点もあ

りますので、担当課としては申し込みを

書いていただきますが、実際にその相談

内容については認知しておりません。た

だ、皆さんが帰られるときに、その弁護

士と相談されて、苦情等を言って帰られ

るようなことは聞いておりません。ある

一定の理解が得られたものと理解してお

ります。

　それと、市政モニターの件でございま

す。

　平成２２年度は、市政モニターの皆さ

んでテーマを決められまして、エコに関

しての提言をされております。これは、

摂津市駅が開業されまして、エコ的な形

で駅の方はされているかと思いますけど、

そのようなことも踏まえまして、市民の

方が身近で取り組めるエコ等について、

ＰＲ等をしてはどうかということで、平

成２３年８月号の広報から、その分でＰ

Ｒをさせていただいております。人数に

つきましては１６名おられまして、団体

推薦と広報による募集をしているわけな
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のですけれども、なかなか市民の方の応

募が年々減ってきているというのも事実

でございます。できるだけ何らかの形で、

ＰＲ等は今後していかないといけないこ

とも認識しております。

○森内一蔵委員長　山田参事。

○山田健康福祉部参事　ひとり暮らし高

齢者等の実態把握に関連して、ひとり暮

らしの登録と医療情報キットの配布状況

についてお答えいたします。

　数字というのは日々動いているのです

けれども、この調査を行いました時点で、

ひとり暮らしの登録されていた方が１，

２９１名ということで、それ以外に住民

票上はひとり暮らしだということで、こ

の調査の対象とさせていただいた方が２，

８１６名いらっしゃったのですが、実態

把握の結果、在宅で実際に一人で生活し

ておられるという方が１，１８９名とい

うことで、いわゆる調査時点で約２，４

００人から２，５００人の方が、実態と

して在宅のひとり暮らしだということが

わかっております。現状で、直近でひと

り暮らしの登録を実際にされている方は

１，５３９名ということですので、ひと

り暮らしなんだけれども、調査も受けた

けれども、民生委員を通じた登録はした

くない。あるいは、必要はないというよ

うな方もいらっしゃると。今のところは

元気ですので特に必要ないですというよ

うなお答えの方もいらっしゃるというこ

とです。

　医療情報キットの配布につきましては、

民生委員を通じて登録されている方全員

と、それから登録はしないけれども、民

生委員に知っておいてはいただきたいと

いうような方もいらっしゃいまして、こ

の調査の中で、そういう同意をいただい

た方に配布しております。

　この配布の数字というのが、ことしの

６月末時点での数字で一たん整理させて

もらっておりますので、その時点での登

録済みの方が１，４１９名ということで、

そのときに、登録はしてないけれども民

生委員には知っていただきたい、このキッ

トはほしいというような方が４５０名ほ

どいらっしゃったということで、先ほど

答弁しましたように、あわせて１，８５

０名ぐらいの方にキットを配布したとい

うことでございます。ただ、民生委員に

もひとり暮らしだということを知らせて

ほしくないと、けれども市としても一定、

配布する必要があるのじゃないかなとい

う方も３００名強いらっしゃいますので、

今後その方々について、市の方で順次対

応していこうということで、今考えてい

るところでございます。

　もう一点の介護予防ふれあい事業につ

いてでございますが、この事業について

は、四つの福祉のサービスメニューを実

施しております。

　一つは、ふれあい配食サービスという

ことでございまして、食事づくりが困難

な方に、昼食は社会福祉協議会に委託し

て、夕食は市内の社会福祉法人の特養施

設等に委託して、月曜日から金曜日まで

食事をお届しているというサービスです。

　二つ目が、街かどデイハウスというこ

とで、これは介護保険の要介護認定を受

けておられない６５歳以上の方を対象に、

通所をして、体操をしたりとかレクリエー

ションをしたりということで、週４日、

お昼の間なのですが、２０人定員で、サ

ロン的なデイサービス的な活動をしてい

るものです。

　それから、三つ目に、ふれあい入浴サー

ビスということで、これは市内の公衆浴

場、それから昨年度からは、市内の特養

施設の浴室も使いまして、健康増進と、

それから児童との触れ合いということも
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目的として、新たに追加しながら実施し

ている事業です。市内の公衆浴場につい

ては月１回、それから特養施設２箇所に

ついては隔月ということで実施をしてお

ります。

　四つ目は、はり・きゅう・マッサージ

の施術費助成ということで、これにつき

ましても、６５歳以上の方に健康増進を

目的ということで、年１５回分の助成券

を支給しているということで、これは、

例えば、はりの１回の施術費３，０００

円のところ、市が１，０００円、施術所

が１，０００円、本人が１，０００円と

いうようなことで、３分の１ずつ負担し

ながら市内１０か所の施術所の方で利用

していただけると、こういった福祉のサー

ビスでございます。

○森内一蔵委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　質問番号１２番の

障害者自立支援事業に関してお答えさせ

ていただきます。

　障害者自立支援事業は、障害福祉サー

ビスに必要な障害程度区分を決定するた

めの事業でございまして、障害者介護給

付費等審査会の委員の方の報酬がござい

ます。障害者介護給付費等支給審査会と

言いますのは、障害程度区分を審査して

いただく審査会でございまして、１合議

体５名の審査の委員の方がおられまして、

２合議体１０名の方で審査していただい

ております。平成２２年度でしたら１２

回、月１回程度実施していただいており

まして、１０９件の審査をしていただい

ております。その審査の委員の方の報酬

として、９０万円を支給させていただい

ております。また、審査するに当たりま

して、国で定めた調査項目の調査票と主

治医の方の意見書というものが必要でご

ざいまして、調査するための調査の状況

を、調査員の方に訪問させていただいて

おります。その調査員の方は市の職員、

若しくは相談支援事業所、委託した事業

所の調査員ができるということになって

おりますので、更新の部分に関しまして

は委託させていただいておりまして、そ

の調査の委託料、委託件数９５件で４７

万５，０００円を委託しているというよ

うな状況で、市内の２相談支援事業所の

方にしていただいている状況でございま

す。また、主治医の方の意見書の作成費

用として１１７件、５３万８，４４８円

を支払っているということです。それと、

また、それに関する事務の消耗品の費用

として１６万８，３１２円と、あと、そ

の受給者証をつくる必要がございますの

で、その費用としまして、印刷製本費と

して１３万９，０７２円が、その内容の

内訳ということになっております。

　意見書の作成件数が１１７件というこ

とで、審査の件数より多いのではないか

ということが思われますが、主治医の先

生の意見書の方が、依頼させていただい

たら遅い場合でしたら数か月はかかって

返ってくるというような現状がございま

すので、先を見越して依頼しているとい

うことがございます。返ってきた分を費

用としてお支払いさせていただいている

ということで、順次、かける件数とかの

内容とかで、多少件数とかが違ってきて

いるというような状況でございます。

　総合相談支援センターのネットワーク

についてというご質問に関しましては、

市役所と総合相談支援センターの役割の

違いかと思います。転入して来られた方

に関しましては、まず市役所の方に来て

いただいて手帳等の住所変更と、それ以

外の手当関係ですね、福祉サービスのご

相談という新規という形での相談になる

ので、なかなか総合支援センターに行っ

ていただいても、また市役所へ行ってく
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ださいというような形になるかと思いま

す。そのあと福祉サービス等を利用する

に当たりまして、その方がどこの事業所

がいいのかとかですね、どんなサービス

をどんなふうに使ったらいいのですかと

いうような相談の場合、やはり総合相談

支援センターの方が、いろんな情報を提

供できるのではないのかなと思っており

ます。また来年度、平成２４年度以降は、

障がいある方の障害福祉サービスを利用

している方は、ケアプランの作成を３年

間ですべての方につくっていくというよ

うな状況とかもございますので、より適

切に障害福祉のサービスの方がですね、

総合相談支援センター等の相談支援事業

所で、アドバイスなりフォローできるよ

うな形になってくるのではないのかなと

いうふうな形での役割分担という状況に

なっております。

○森内一蔵委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　地域福祉活動支援

センターの予算につきましては、平成２

２年度の当初予算は、工事監理委託料と

センター工事費といたしまして、６，５

５２万９，０００円を計上いたしました。

財源内訳といたしましては、社会資本整

備総合交付金２，６２１万２，０００円、

地域福祉活動支援センター事業債２，９

４０万円、一般財源９９１万７，０００

円でございます。

　平成２２年度の決算は、工事監理委託

料とセンター工事費６０８万４，０００

円で、社会資本整備総合交付金を財源と

して充当いたしました。

　逓次繰越金といたしましては５，９４

４万５，０００円、財源内訳は、社会資

本整備総合交付金２，０１２万８，００

０円、地域福祉活動支援センター事業債

２，９４０万円、一般財源９９１万７，

０００円となります。

　２点目の、リハビリテーション教室事

業について、在宅のリハビリが必要な方

に対して、療法士や看護師が機能訓練を

行うものでしょうかということだったか

と思うのですけれども、この事業は、保

健センターの機能訓練を実施している療

法士、看護師が、地域の校区で行われて

おりますリハサロンにおいて、出向いて

集団体操を実施しています。個別の訓練

ではなく、参加者と一緒に全身を動かす

ような体操を毎月実施しているものです。

また、この地域の担当保健師も出向して

ミニ健康講話をしているというのが、リ

ハビリテーション教室事業の内容になり

ます。

　３点目、がん検診、特定健診の受診率

の件ですが、がん検診の受診率は、乳が

ん検診、子宮がん検診が平成２１年度か

らクーポン券を開始しましたので、その

クーポン券での受診勧奨が功を奏して受

診率が伸びてきております。それを平成

２３年度には拡大をして、胃がん、大腸

がん、肺がん、前立腺がんに、節目年齢

の方にクーポン券を活用するということ

で、受診勧奨を進めているところです。

　乳がん検診がクーポン券を開始するこ

とで、３％ほどの受診率アップがありま

した。

　子宮がん検診は、平成２０年、平成２

１年でクーポン券を開始する前と比較し

ますと、５％の伸びがありました。

　胃がん検診、大腸がん検診、肺がん検

診の受診率は、１０％前後で推移をして

いるところです。

　特定健診の受診率の方は、平成２２年

度で２８．５％でございました。

　特定保健指導の指導率は２１．２％と

いうことになっております。

　特定健診の方は、なかなかまだ受診率

が伸びてきていない状況にございます。
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また、特定健診の受診率を向上させると

いうことでも、心電図、眼底検査項目を、

特定健診におきましてはかなり厳しい基

準がございますので、市民の方はなかな

か市民健診のときのように心電図、眼底

検査ができませんでしたので、この項目

を必要な方には検査が受けられるように

ということで、平成２２年度から予算化

をして実施してきております。

○森内一蔵委員長　中尾課長代理。

○中尾市民活動支援課長代理　市民活動

支援課にかかわりますご質問にお答えを

させていただきます。

　まず、地域コミュニティセンター構想

策定事業につきましてですが、コミュニ

ティセンターに求められる機能を検討し

ていくために、コミュニティプラザの利

用状況を基にして考えていこうと思って

おりましたので、コミュニティプラザが

オープンして以降、一定の利用状況にな

るよう利用案内などの周知に努めてまい

りました。旧ふれあいルーム、男女共同

参画センター等の各種団体の利用がどの

ようになるのか、また、新しい利用がど

のようにふえるのか、コンベンションホー

ルはどのように使用されるのか、スタッ

フの目からも見守って観察をしてまいり

ました。今春からはマンションへの入居

も始まりまして、摂津市駅を中心とした

人の動きが徐々に変わってきております。

　このような状況の中で、先ほどもお答

えさせていただきましたが、定期的なア

ンケートの調査のために、事務用品とし

てチューブファイル、コピー用紙などの

購入費に、１万１，８３０円の執行した

ものでございます。

　それから、コミュニティプラザのイン

ターネット予約システムについてであり

ますが、コミュニティプラザにおきまし

ては、平成２２年９月から、パソコンや

携帯電話からインターネットを利用して、

２４時間、会議室の空き状況の照会や仮

予約ができるシステムを導入しておりま

す。現在までにコミュニティプラザ利用

登録者として、５００件以上の個人、団

体が登録されており、そのうち約４割の

利用者がインターネット利用で希望の登

録をいただいております。また、インター

ネットを利用した件数につきましてです

が、今年度に入りまして、これまでに４

００件を超える申し込みがございました。

多くの市民の方々に認知され、ご利用さ

れているものだと思っております。

　利用状況をみましても、事前に空き状

況を確認してから窓口にお越しになる方、

早朝や夜間、窓口の業務時間外での予約

申し込みも多く、利便性の向上に効果を

発揮しているものだと考えております。

○森内一蔵委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　産業振興課にか

かります質問にご答弁申し上げます。

　まず、中小企業事業資金の対策事業に

つきましては、１億円の預託を市内８行、

１３支店にしまして、１．６％の融資を

更に０．４％引き下げ、１．２％の低い

利子で事業資金融資ができるようにして

おります。また、完済後には利息の２分

の１の補給と保証料の全額補給を実施し

ており、利子補給額は３０件で１０４万

５３１円、保証料補給額は３０件で２１

３万２，１１０円となっております。ま

た、平成２２年度の決算額には反映して

おりませんが、先ほど、南野委員からも

ありましたように、平成２１年度と平成

２２年度には緊急支援対策としまして、

融資期間を１年間延長しまして５年とし

ました。これは月払いの支払い額を下げ

るという効果から実施させていただきま

した。また、利息の補給を２分の１から

全額補給に切りかえ、この２年間の当座
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の厳しい折の下支えを行っております。

また、この対策は、平成２６年、平成２

７年度に経費を計上する予定をしており

ます。

　続きまして、事業所データベース維持

管理事業についてですけれども、これは

平成１５年に緊急の地域雇用創出特別基

金を活用しまして、市内の事業所のデー

タをつくりました。それに係るメンテナ

ンスを毎年のように実施してきておりま

す。委託により９２万９，４５０円を実

施しております。また、市のホームペー

ジに、事業所ネットという事業所の閲覧

ソフトがございますので、先ほど、委員

からもご意見いただきましたように、こ

ちらをできるだけ見やすくする形で、５

２万５，０００円の費用をかけまして、

事業所に有益な情報を一刻でも早くお知

らせできるように掲示板を設けたり、ま

た、事業所の公開データに変更が生じた

場合、すぐに変更修正ができるように、

原課の方で修正作業ができるように改善

した経費でございます。

　ホームページには７５７件から、現在

では１，１０１件を掲載することができ

るようになりました。

　続きまして、就労支援事業につきまし

てですけれども、就労支援事業におきま

しては、予算的に大きなものは、資格取

得講座の４講座の経費となっております。

経費的にはほとんどかからないところも

ありますけれども、コーディネートの３

人の配置、また、平成２３年度の話にな

りますけれども、平成２３年４月から窓

口にパソコンを設置しておりますので、

パソコンが家で見にくい方、又はパソコ

ンをお持ちでない方でも、求人情報が見

れるように配慮をしております。

　また、ホームページへの茨木ハローワー

クからの求人情報も、今までは紙で情報

コーナー、各公民館等で掲示をさせてい

ただいているのは引き続きながら、ホー

ムページでも見れるように、ＰＤＦとい

う形式でダウンロードできるようにも段

取りをして、使えるようになっておりま

す。日々の就労支援は、市民からのご意

見をいただき、それの細かいところの点

を反映している状況でございます。

　次に、地域人材育成事業につきまして、

先ほど、事業につきましてはご答弁させ

ていただきましたけれども、この事業が

平成２４年３月までできるのではないか

というご意見をいただきまして、この件

につきましては、地域人材育成事業とし

ては平成２３年３月で終了しておりまし

て、また、何らかの違う形になりますけ

れども、緊急雇用創出の観点から、別メ

ニューでできると言いましょうか、そう

いう支援制度があるという形をちょっと

耳伝いに聞いております。詳細について

は私の方もまだちょっと確認できており

ませんので、今後その内容をみた上で対

応していく必要があれば、補正をお願い

していく必要があると考えております。

　最後に、消費生活相談ルームの事業は、

消費者相談に係る対応全般を行っている

事業でございまして、相談員３名を雇用

し２名配置をしている人件費、また、多

重債務における弁護士と司法書士の委託

料となっております。そして、平成２２

年度は、いつもと違いまして、消費者行

政活性化補助金という１０分の１０の補

助を使いまして、セッピィ着ぐるみを作

成いたしました。経費は６７万２，００

０円かかっております。これにつきまし

ては、消費者の啓発事業に使うという前

提で、まず、消費者月間にセッピィをデ

ビューさせまして、正雀本町商店街で市

長とともにチラシを配る、多重債務等の

防止の啓発をさせていただきました。そ
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れ以降は、他課でも利用していただく形

を取りまして、現在イベントごとに利用

の申し込みがある状況でございます。

○森内一蔵委員長　杉本部長。

○杉本生活環境部長　私の方から、先ほ

どの地域コミュニティセンターの構想策

定事業の件につきまして、若干補足をさ

せていただきます。

　この事業は、平成２２年度において現

在のコミプラができたことに対して、今

度は南部でのコミュニティセンターとい

う構想があったことに対する、将来的な

構想をどう固めていくかという事業でご

ざいました。ただ、コミプラ自体の動向

がなかなか、先ほども言いましたけど、

定まってないという状況でしたので、平

成２３年度以降にそういう調査を今後し

ていくということで、平成２２年度につ

いては、余り動きがなかったということ

でご理解をいただきたいと思います。

○森内一蔵委員長　以上、答弁が終わり

ました。南野委員。

○南野直司委員　１番目の住民基本台帳

カード交付手数料について、ご答弁いた

だきました。高齢者の方もそうですけれ

ども、発行されるとさまざまな用途で使

えますし、便利なものでありますので、

まだ知られてない方もひょっとしたらい

らっしゃるかなと思うのですけれども、

また、更に普及啓発をしていただきます

よう、よろしくお願いします。これ要望

としておきます。

　２点目の地域コミュニティセンター構

想策定事業については、改めて、先ほど

安威川以南のお話もあったと思うのです

けれども、今後の方向性と目標を聞かせ

ていただきたいと思います。

　三つ目のバンダバーグ市サッカー交流

事業について、ご答弁いただきましてわ

かりました。これ生徒の楽しかったとい

うお声もありまして、また、今後も続い

ていくのかなと思うのですけれども、そ

の辺についてお聞かせいただけたらと思

います。

　４点目の防犯灯事業について、ご答弁

いただきました。東日本大震災において、

原発事故後、企業を含めた節電の影響で

夜間における照明、常夜灯ですかね、例

えば、摂津市でしたら、中央環状線沿い

の大きな企業であったり、意識して夜の

照明を消しておられるというふうに認識

しておりまして、市民の人からは、そう

いった道路が暗いというご要望をいただ

いて、行って見ると、今までついていた、

そういう夜間の照明が消えていると、こ

の防犯と、それから節電がうまいこと合

致してない。そういった部分でも、企業

であったり各家庭での常夜灯の消灯は、

犯罪を発生させない環境、夜間の安全確

保にはそういった部分で反比例してしまっ

たのですけれども、その辺、摂津市とし

て、どのようにちょっと考えておられる

か、企業は節電で消しておられるけれど

も、例えば、中央環状線沿いの歩道、今

まで明るかったのだけれどもちょっと暗

いというのがずっと続いている。何か対

策はないかお聞かせいただきたいと思い

ます。

　５番目の犯罪被害者等支援事業につい

て、ご答弁いただきましてわかりました。

この件は、摂津市から他市へ引っ越され

たときの１６万２，０００円ということ

で、見舞金とか日常生活の支援はなかっ

たというご答弁ありました。いろんな部

分で犯罪の被害に遭うことは、大変辛く

悲しいことでありますので、こういった

すばらしい制度が摂津市にはあるなと認

識しております。引き続きよろしくお願

いします。これ要望にしておきます。

　６点目の市民相談事業について、本年
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１０月からは市民相談の取り扱いを電話

で受け付けできるとか、改善していただ

きました。１回来て予約して、それから、

また出てこないといけないというのが改

善されて、市民サービスの向上にはすご

くよかったなと思っております。ありが

とうございます。

　７番目の市政モニター事務事業につい

てでございます。平成２２年度は、６回

のモニター会議で提言書を作成されて、

市長に提出されたわけなのですけれども、

市政モニター会議では、いろんな意見が

出てきていると聞いているのです。エコ

に関する提言ということなのですけれど

も、最終の提言書はダウンロードできた

り、ホームページでしていただいている

のですけれども、その間のどんな話がな

されているかと、そこへの興味がある方

も結構いらっしゃいまして、例えば会議

の記録をホームページに載せていただけ

ないかという声もありますので、考えを

お聞かせいただきたいと思います。

　８番目、コミュニティプラザ運営事業

についてです。現在、会議室については

３か月先を当日に予約しなければならな

いと、以前には抽せんを導入するとも聞

きましたけれども、答えられる範囲でお

願いしたいと思います。また、他の公共

施設にも拡大する点につきまして、わか

る範囲で結構ですのでお聞かせいただき

たいと思います。

　９番目です。ひとり暮らし高齢者等実

態把握事業について、わかりやすくご答

弁いただきましてありがとうございます。

これは防災関係の災害要援護者ともリン

クしている部分もあるのかなと思います。

また、いろんな形でハードルがある部分

もあると思うのですけれども、コミュニ

ケーションを更にとっていただいて、一

人でも多くの方が登録されて医療キット

も渡せるように、また、よろしくお願い

いたします。要望としておきます。

　１０番目の地域福祉活動支援センター

事業については、わかりました。ありが

とうございます。

　１１番目です。介護予防ふれあい事業

について、細かくご答弁いただいたので、

もうご答弁は結構です。安威川以北しか

なかったのを、以南でもそういった特別

養護老人ホームの入浴施設を利用して実

施されたとのことです。２回目で利用状

況とか聞こうと思ったのですけれども、

また、次の機会に聞きます。

　１２番目です。これは障害者自立支援

事業について、丁寧にご答弁をいただき

まして、よくわかりました。また、障害

者総合支援センターにおきましては、身

体、知的、精神障害のある方の生活から

就労まで、家族の支援も含めた大事な機

関であると認識いたします。関係機関と

連携し支援体制を充実していただきます

よう、よろしくお願いします。要望とし

ておきます。

　１３番目、ご答弁いただきまして、よ

くわかりました。また、次の機会には詳

しくお聞きしたいと思います。

　１４番目です。がん検診と特定健診等々

の健診率等についてご答弁いただきまし

て、いずれにしても、１日に受けられる

人数も決まっていまして、いっぱいいっ

ぱいの部分もあるかもしれませんけれど

も、更にがん検診も含めて受診率が向上

できるようによろしくお願いします。こ

れは要望としておきます。

　１５番目です。温暖化対策事業につい

て、ご答弁いただきまして、中でも環境

家計簿については、平成２０年、平成２

１年、今、資料を持っておりませんけれ

ども、より２２年がちょっと数が下がっ

てしまったと認識しております。いわゆ
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る市民との協働でする温暖化対策に合致

する環境家計簿は、行政と市民と事業所

もそうですが、一緒になってできる地球

温暖化対策と思いますのでね、また、しっ

かりと普及啓発をしていただきますよう、

よろしくお願いしておきます。これは要

望としておきます。

　それから、１６番目です。エコアクショ

ン２１について、メリット等々ご答弁い

ただきまた。本当に積極的に、このエコ

アクション２１を認証取得をみずからさ

れまして、それを摂津市の中小企業等々

に展開されるということであります。今

そういった形で、まだ形となってあらわ

れていませんけれども、また、引き続き

しっかりと普及啓発に取り組んでいただ

きますよう、よろしくお願いします。

　環境業務課におきましては、いろんな

形でそういった企業とのつながりもあり

ますし、例えば、摂津祭りでのごみの回

収であったり、夏祭り各地域でのごみの

回収であったり、あるいは小学校でのカー

ニバルについても、そういったリユース

食器の推進等々、本当に積極的にされて

おりまして、市民とそれから行政と事業

所と共同で、本当に毎日やっておられる

部署だと僕も認識しておりますので、ま

た、このエコアクション２１ですね、しっ

かり推進していただきますよう、よろし

くお願いします。これは要望としておき

ます。

　１７番目、中小企業金融対策事業につ

いて、ご答弁いただきまして、よくわか

りました。また、今は、これは４年から

５年に延長されたのが、また４年に戻っ

て、利息が２分の１ということでありま

すけれども、そういった形で２年間とい

うことであります。よく説明いただいて

わかりました。ありがとうございます。

　１８番目の事業所データベース維持管

理事業について、ご答弁いただきまして、

これは事業所のそういったデータベース

と、それから就労支援の二つのそういっ

た部分でホームページに掲載もしていた

だいておりまして、本当に見やすくなっ

てわかりやすくなったと思います。あり

がとうございます。

　１９番目です。これは地域就労支援事

業について、これもホームページ等々で

掲載しておりまして、すぐにどういった

会社が求人されているかというのがわか

りますし、更新もしていただいて、もう

少し会社の量もふえてきたら幅が広くなっ

ていいなと思います。ありがとうござい

ます。

　２０番目です。地域人材育成事業につ

きまして、これはご答弁いただきまして、

よくわかりました。これも結構です。

　それから、最後、２１番目です。消費

生活相談ルーム事業につきまして、答弁

いただきました。

　国や府の関係機関との連携などにより

まして、消費生活相談ルームを充実し、

商品の品質やサービス、安全性に関する

苦情相談などに関して、専門の相談員に

よる適切なアドバイスをお願いします。

また、多重債務を抱えて、例えば、一人

で悩んでいる人に必要に応じて弁護士、

又は司法書士などの専門家につなぎ、問

題解決につないでいただきますよう、よ

ろしくお願いします。これは要望として

おきます。

　以上で、２回目終わります。

○森内一蔵委員長　２番目の地域コミュ

ニティセンターの件については、安威川

以南のコミュニティセンターについては、

この前の本会議で、市長がある程度、今

後の話ということですので、それの答え

はできませんので、今後についてという

ことですけれども、できる範囲で答弁し
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てください。

　答弁を求めます。

　門川課長。

○門川自治振興課長　バンダバーグ市の

件ですが、今後の件なのですけれども、

これは周年事業として考えております。

　それと、防犯灯の件ですが、摂津市防

犯協会と摂津市職域防犯協会、これが摂

津警察の所管になるのですけれども、私

どもの方も防犯協会の会議、支部長会議

というのがございまして、そちらの方に

年２回ですけれども、その機会があれば、

今おっしゃっていただいている節電等で

具合が悪いところについては、つけてい

ただくようなことのお願いができるのか

なというのも思います。あと、企業につ

きましては、節電による防犯上の問題の

ある地点とか場所等があれば、そういっ

たことを個別に言っていただくことによっ

て、こちらの方から防犯上の観点で、何

とかご協力できないかということについ

ては、回らせてもらうような考えを持っ

ております。

　市政モニターのホームページ等へのアッ

プです。会議の中ではいろんな自由な意

見等が出されておりますが、その会議録

がアップされるということになれば、そ

れが逆にできなくなる可能性というのも

当然考えられるかと思います。今後につ

いては、委員といろいろ協議させていた

だきながら、そういうことが可能なのか

どうか、この辺やっぱり検討できればさ

せていただきたいと思っております。

○森内一蔵委員長　将来的なことは決算

審査とはかけ離れますから、その点をよ

く考慮して。

　杉本部長。

○杉本生活環境部長　地域コミュニティ

センターの構想策定でございますけど、

平成２２年度でこういう構想を持ったの

は事実でございまして、地域の各コミュ

ニティセンターがどういう役割を持つか

ということは、やはり我々は十分認識し

ておかないといけないと思っております。

これを言いますと、確かに南部のコミュ

ニティセンターの設置の問題につながっ

てきますけど、これについては、先般の

一般質問の中で市長がお答えになってお

りますので、この場では差し控えをさせ

ていただきたいと思いますが、我々とい

たしましては、この平成２２年度の策定

のための調査を、平成２３年度に再度検

討しているということでございますので、

どのようなものが本市にとって必要なの

かということを、今後、引き続き検討を

してまいりたいということかと考えてお

ります。

○森内一蔵委員長　中尾課長代理。

○中尾市民活動支援課長代理　インター

ネット予約システムの抽せんの件、今後

の利用施設予約の拡大の件についてお答

えをさせていただきます。

　現在、抽せん機能というのはインター

ネット上で出しておりません。現在は、

利用者同士でのお話し合いでのお部屋の

予約ということでお願いをしております。

ですが、システムでの抽せん機能導入は

検討しておりまして、現在、抽せん方法

や範囲、それから運用にあわせた仕様と

いうのを調整している段階でございます。

　それから、施設予約システムの拡大と

いうところで、所管は違うのですけれど

も、文化スポーツ課それから自治振興課

等々、摂津市公共施設予約システムとし

まして、いきいきプラザ、それからフォ

ルテや体育施設等も、パソコン、携帯電

話からもインターネットを利用して、空

き状況の確認や仮予約ができるシステム

が今検討されております。

　市民がより利用しやすい公共施設の予
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約の整備について、努めていきたいと思

います。

○森内一蔵委員長　南野委員。

○南野直司委員　地域コミュニティセン

ター構想策定事業について、ご答弁いた

だきましてありがとうございます。わか

りました。

　それから、バンダバーグ市はもういい

です。

　防犯灯事業についてご答弁いただきま

してた。そういった形で今、防犯上危険

だなと思う箇所がありますので、また、

検討をしていただきますよう、よろしく

お願いします。

　市政モニター事務事業についてご答弁

いただきまして、議事録等々載せるのは

厳しいかなと思うのですけれども、これ

は、いわゆる協働によるまちづくりの原

点みたいな、昔からこれはされていたと

思うのですけれども、この市政モニター

事業については、そういった意味で、多

くの市民の方にどんな話の内容かという

のを情報公開していくのがいいのかなと

いうことでありますので、また、検討し

ていただきますよう、よろしくお願いし

ます。

　それから、コミュニティプラザの運営

事業についてご答弁いただきまして、わ

かりました。いろいろな形で多くの市民

の方からいろんなお声をいただいている

と思います。一つ一つお声はすぐに形に

ならないかもしれませんけれども、努力

していただきますようよろしくお願いし

ます。

　その中で、先ほども、質問と答弁があ

りましたけれども、レストランの件につ

いては、これは要望としておきますけれ

ども、多くの方から入れてほしいという

ことがありましたので、レストランにつ

いては入れていただきますよう、よろし

くお願いします。

　もう一つ、これは要望としておきます

けれども、例えば、保健センター横にあ

る立体駐車場が５００円で、障がい者の

方は無料です。それから、１時間だった

と思いますが減免になりまして、以降は

５００円という形になっています。あそ

こはコミュニティプラザと保健センター

に行かれる方が入れられるという形なん

です。ところが、こっちには小川駐車場

があって、そこは３００円で、駅前では

ありませんけど３００円でずっととめら

れるという形になっていまして、市民の

方はどちらかいうたら、その１時間より

も会議とかだったらもう１時間半、２時

間かかるわけだから、３００円でずっと

とめられるようにして欲しかったと、細

かい話ですけれども、そういうことがあ

りましたので、それだけまた要望として

伝えておきます。

　以上で終わります。

○森内一蔵委員長　続いて、本保委員。

○本保加津枝委員　それでは数点お聞き

をさせていただきたいと思っております。

　まず、生活支援課の充実についてでご

ざいますけれども、昨年の決算委員会で

も要望させていただいておりますけれど

も、現状ますます生活支援課の扶助費の

増加が、とまるところを知らない状況で

続いているわけでございます。こういっ

たことに対処していくためには、以前も

申し上げましたように、受給者の就労支

援の強化、また、実態の掌握の充実をしっ

かりと図っていって、適正な受給者とい

うものを、やはりしっかりと人権を守る

といった形の上の中で、適切な受給者と

いったものが今、市民の皆様の方からも

強く望まれているという現状になってい

ると思うのです。こういったことに対し

て、原課として生活支援課とされまして
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は、どのような形で行政間の中で人材の

確保等々について尽力をされているのか

お聞かせをいただきたいと思います。

　２点目には、産業振興課の方でお尋ね

をしたいのですけれども、今回、１４８、

１４９ページに、通行量及び購買実態調

査委託料について、７５万円というもの

が掲載をされております。これにつきま

しては、随分と平成１９年当時から比べ

ますと、金額的に大きな乖離があるわけ

で、３分の１以下の費用で収められてい

るわけですけれども、これについての理

由ですね、これ委託先を変えられたとい

うことだと思うのですけれども、これに

ついてお聞かせをいただきたいと思いま

す。今回この各地域で聞き取り調査をし

ていただいたということですけれども、

この調査の総括と今後の取り組みについ

ては、どのようになされたのか。どなた

がこの調査等についての総括、また、今

後の取り組みについての意見を取りまと

められたのかということについても、お

聞かせをいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

　同じく、産業振興課の方で、プレミア

ムつきの商品券発行事業についてお聞か

せをいただきたいと思うのですけれども、

２年連続で平成２１年度、平成２２年度

とセッピィ商品券として、今はもう本当

に市民の中に２回の発行で定着をいたし

ました。ことしも市長の英断で、１０％

のプレミアムにはなりますけれども、発

行していただけるということになってお

りますけれども、これについて商店街で

当初この要望を私の方でさせていただき

ましたときに、ことし初めてこのプレミ

アムつき商品券が出ますよと、こうお伝

えをしましたら、商店街の方は非常に喜

ばれたのですね。私の地元の方の正雀の

商店街ですけれども、ただし、できたら

３年はやっぱりやっていただきたい。そ

うでないと定着をしないんだというご意

見があっちこっちで聞かれました。その

ことで、この商業活性化の条例、折しも

施行されたということもありますし、ま

た、摂津市の市制４５周年ということも

ありましたので、やはり摂津市の財政の

根幹となるこの商業の活性化というもの

に着眼されたということは、本当にすば

らしいことだと思いますけれども、この

２回の発行で今回３回目なのですけれど

も、２０％、２０％、平成２３年度は１

０％のプレミアムということです。 　

こういったことを受けて、地域の商店街

の皆さんは、とりわけ私の地元しかわか

りませんけれども、地元で目に見える反

応としましては、本当に自発的な積極的

な努力がなされていると思います。商店

街の女性の方が「さくらんぼ会」という

のをつくられまして、フリーマーケット

なんかを現在中心にしっかりと何とか人

を集めようと、こういう努力がなされて

いるのですけれども、こういった現状を

踏まえて、今後とも、ぜひともこの地域

の活性化に根差した商品券ということで、

発行事業の継続をしていただきたいと考

えているわけでありますけれども、産業

振興課とされて、２年間の商品券発行事

業の成果をどのように実感として、調査

票はいただきましたけれども、実感とし

てどのように受けとめておられるのかお

聞かせをいただきたいと思います。

　３点目に子宮頸がん、乳がんの検診に

ついて、先ほどからもいろいろご質問が

出ておりますけれども、平成２２年度の

受診率の推移につきましては、先ほども

ご答弁がありましたように、少しずつ上

昇しているということでありますけれど

も、今後の受診勧奨の取り組みについて

は、どのように進めていかれるのか。平
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成２２年度の決算の状況を踏まえ、先ほ

どからもご答弁にあったように、平成２

１年、平成２２年と推移をみてこられた

上でなのですけれども、少しずつしか現

状ふえていないというのは、当然、皆さ

んが本当に努力をされておりますし、こ

の中で無料クーポンなどにつきましては、

国の助成が現在半減する中ででも、また、

当初、一番最初に本当に前倒しで無料クー

ポンの発行をしていただいたという経緯

もありまして、これにつきましては、本

当に本市の保健福祉のがん予防施策に対

する取り組みについては、高く評価をし

ているところでありますけれども、これ

によって、やっぱり受診率、積極的なこ

ういった取り組みによって伸びていると

思うのですけれども、これを踏まえて、

現状この決算が出た今の時点で、きっと、

この５０％の受診率をすごい大きな数字

だと思うのですけれども、半分ぐらいの

ところで、これからこの決算を踏まえて

どのように考えておられるのかですね、

お考えについてお聞かせをいただきたい

なと思います。

　あと、同じく、女性特有のがん検診の

補助金が出ております。使われておりま

すけれども、この受診者数とその内訳等

わかりましたら教えていただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

○森内一蔵委員長　東澗課長。

○東澗生活支援課長　生活保護の実施体

制についてお答えいたします。

　生活保護のケースワーカーにつきまし

ては、保護世帯の増加に伴い平成１３年

度、平成１６年度、平成１８年度、平成

１９年度、平成２２年度当初にそれぞれ

１名ずつ増員し、また、昨年はケースワー

カーの産前産後及び育児休暇に伴い、１

２月に１名増員、また、今年度当初にも

１名増員し、現在１０名体制となってお

ります。

　委員ご指摘のとおり、現在、保護人員

は全国で２００万人を超える状況で、貧

困ビジネスの問題、稼働年齢層の方の保

護の増加の問題、また、年金等の整合性

の問題など、さまざまな課題が出てきて

いる状況です。そのような中で、適正な

ケースワークを確保するために、生活支

援課といたしましては、人事配置につき

まして、過去から継続的に人事課と協議、

検討しているところでございます。また、

ケースワーカーは対人援助を基本とする

ものですので、その配置につきましては、

やはり個人の適正、能力、資質など、慎

重に考慮した中で対応しているところで

ございます。また、現在の生活支援課の

人員構成ですが、新規採用の若い職員が

多い状況にございますので、仕事の中で

ケース検討を中心とした職場内研修の充

実及び集合研修への積極的な参加により、

ケースワーカーとしての専門性を高める

とともに、セーフティネット機能を営む

公務員としての倫理観の高揚につなげて

いきたく考えております。

○森内一蔵委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　二つの質問にご

答弁申し上げます。

　まず、通行量調査及び購買実態調査の

経費が安くなっている件ですけれども、

これは３年ごとに調査をしておりまして、

３年前の平成１９年には、２２４万４，

９００円の経費をかけて実施いたしまし

た。今回におきましては、調査方法は一

定、産業振興課の方にも経験してきまし

たので、やり方等のノウハウは持ってき

ましたので、今回におきましては、三つ

の調査事業を二つに絞り込みしまして、

過去からのデータをうまく使えるような

形の調査にしまして、経費を７５万円の

委託費用で、シルバー人材センターにお
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願いして実施した内容となっております。

基本的に、通行量調査というのは、カウ

ンターで人の通行量を計測する。また、

購買実態調査は、調査票を産業振興課で

ご用意しますので、指定場所で、買い物

等で歩いておられる方に聞き取り調査を

するという形の業務となりますので、シ

ルバーの方でも十分していただけると思

いまして委託させていただきました。

　また、報告書につきましては、今回、

初めてシルバー人材センターで調査業務

を請け負ったということで、報告書の作

成時に専門家等のいろいろ経験のある方

とご相談されてつくっていただきました。

結果としまして、私どもとしましては、

今回、委託させていただきまして、経費

的なことを言いますと、コスト的に非常

に下がりまして、また、内容的には、直

営でするより格段に気配りができている

内容ができてきたと感じておりまして、

今後のことですけれども、こういう形で

継続していきたいなという形では考えて

おります。

　次に、プレミアム商品券についてです

けれども、プレミアム商品券は第一弾、

第二弾としまして、この平成２２年度は

第二弾の内容となっております。また、

平成２３年度は第三弾の実施という形で

計画をしております。

　セッピィ商品券に当たっての実感とい

うことで、私が一番感じているのは、こ

のセッピィ商品券の始まる平成２１年度

ですか、このときに商品券の会合をした

ときに、商業者を集めてしたのですけれ

ども、商業者が一堂に集まったことがな

いというお話を聞きまして、私は、その

ときの担当だったのですけれども、過去

からずっとされているのに、何で商業者

が集まる機会がなかったのかなという形

でびっくりしました。そういうことから

始まりまして商品券がスタートしまして、

今では商品券を発売するときには、逆に

商品券の事業を支えていただく１００円

商店街を、商品券発売後に実施していた

だくとか、逆にご協力いただける状況に

なってきましたので、今後は商品券かど

うかという形は別としまして、商業者と

行政と、また零細商店が集まりまして、

できるだけ商業の活性化につながるよう

な取り組みを継続していきたいという気

持ちではおります。また、今、非常に財

政厳しい状況の折ですので、どういう事

業が商店街の産業振興事業に合っている

のか、また、消費活動の拡大に最善の方

法は何か、今後とも検討していきながら、

まずは第３回目のセッピィ商品券を成功

におさめることが最大の責務かと思って

おります。

○森内一蔵委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　子宮がん検診、乳

がん検診の受診勧奨の方法ですが、現在

では、節目の方の未受診状況というのが

わかりますので、そこへの再勧奨という

形では実施していこうと思っております。

　今まだ、先ほどご答弁で、キャパがま

だ今の体制でいきますと、２，０００人

まで受診可能ということなので、そこの

受診者をふやしていこうという、あと７

００人ほど枠がまだありますので、そこ

を埋めていけるような受診勧奨をしてい

ければと思っております。

　あと、今は２機関での健診車の配置と

いう形で集団検診を進めてきております

が、クーポン券を持っておられましたら

ば、ほかの機関で受けていただいて、そ

の分の償還をしております。それが乳が

ん検診でしたら、２０人ほど他機関で受

けておられるという状況でございます。

○森内一蔵委員長　本保委員。

○本保加津枝委員　まず、生活支援課の
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組織の充実、人材の確保という点につき

ましては、鋭意努力はしていただいてい

ると思うのですけれども、長期的なやは

り視点でとらえますと、全体の職員定数

削減等の問題もありますけれども、今、

全国で一番大きな問題になって、自治体

の財政を揺るがすような大きな事態になっ

ているということが、周知の事実になっ

ていっているような現状でありますので、

社会の形の変わり方というようなことも

あるかもしれないのですけれども、それ

だけにとどまることはなく、やっぱりしっ

かりと、生活支援課の方の努力だけでは

どうしようもないと思いますので、行政

全体として人材の確保、何よりもこの社

会福祉士という専門性というものが、非

常に重視をされるような職場でもありま

すので、その専門性を持った方を、例え

ばで、民間からでも職員として雇うと経

費等の面で大変であるということが前提

になって、人材の確保というのが困難に

なってくるという現状がもしもあるなら

ば、民間活力の導入で人材の確保をし、

雇用も創出していくということで、ほか

からそういった資格を持つ方、あるいは、

こういった業務に携わることのできる人

格的な資質のある方をしっかりと育成、

あるいは募っていって、やはり人的な確

保というのは非常に重要になってくるの

ではないかなと思います。

　やはり、幾ら頑張ってでもキャパって

あるわけですから、どうしても消化でき

ないというような人数にふえてきた場合、

手をこまねいているわけにもいかないし、

そのことによって、やはり残業が多いと

か、やはり精神的にもきついというよう

な職場になれば、いろんな意味で、いろ

んな方が来られるので、相談に乗る立場

の生活支援課の方の精神的な充実という

ものもしっかりとしてないと、きちんと

した判断もなかなか厳しくなってくるの

ではないかなと思います。現状、本当に

皆さんよく頑張っておられると思います

し、この中で、やっぱり活路を見出して

いくには、やはり民間活力の導入等につ

いても、やはり行政でしっかりと検討し

てあげていただきたいなと思うわけです。

　この生活保護事業につきましては、や

はり、しっかりと就労支援というものも

ありますし、今おっしゃいましたように、

年金等の問題もあります。ご本人が年金

を自分がもらえる資格があっても、それ

を意識さえしていない方もいらっしゃい

ます。そういった調査もしっかりと行う

ためにも、また、自立支援のサポートに

ついても十分対応できるように体制の充

実に取り組むべきであると考えておりま

す。それが結果的にはやはり財政の負担

を軽くしていくと、市民の皆さんにしっ

かりと生活ほかの方は対応させていただ

いていますよと、胸を張って、正当に受

けるべくして受けられる人が本当に受け

ていくというような正しい状態にいつも

維持されるようにしていっていただきた

いと思いますし、本当に職員の配置につ

いては、そのケースワーカーと全体観に

立って、必要の高いところにしっかりと

人材の配置をするべきであると思います。

こういった中身の精査というものが本当

に喫緊の課題であると考えておりますの

で、毎回申し上げておりますけれども、

これは行政全体として、やっぱり人事的

な面、しっかりと取り組みを検討してい

ただきたいと思いますので、強く要望し

ておきたいと思います。よろしくお願い

いたします。

　産業振興課の方で今お答えをいただき

ましたけれども、３年ごとのこの調査と

いうことで、シルバー人材センターに委

託することで、大幅な経費節減が実現し
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たということでありますけれども、大体

３分の１程度ですので、以内にまだおさ

まっていますので、よいものができたと

今ご答弁ありましたけれども、それでし

たら、この３年に１回の調査としないで、

やはりきめ細かく、先ほども申し上げま

した、要望しておりますこのセッピィ商

品券の発行に伴って、やはりどういった

形で推移していって変化が起こっている

のかということも、やっぱりしっかりと

緻密に調べていく必要もあると思います

ので、できましたら、これより効果的に

こういった調査の結果を活用していくた

めにも、毎年行っていかれてはどうかな

と思います。

　人の流れって今大きく摂津市の場合は、

阪急摂津市駅もできましたし、また、正

雀駅周辺の整備等、マンション等も次々

と今建ちつつありますし、そういったま

ちなみが大きく、南千里丘をはじめ変化

していっているときでありますので、で

きましたら、しっかりとこういった調査

については毎年行っていただければと思

いますので、まだ、その出た結果がより

効果的に活用される資料となるように、

今最初ですので、すごくボリューム的に

も内容的にもよくできたと思っていただ

いていると思うのですけれども、もっと

取り組み、もっと考えてできることがあ

るのではないかなと思いますので、その

点は更に調査の総括とか取り組みについ

ては、しっかりと中身を詰めて、効果的

なものになるように努めていただきたい

と思いますので、要望しておきます。

　プレミアム商品券なのですけれども、

やっぱりこの商店街活性化というものを

本当に、まずはもう３年やりましょうと

実現をしていただいた。これはもう市長

の本当に英断だと考えておりますし、市

民の皆さんが大変喜んでおられます。だ

から３年と言わずにですね、本来でした

ら、今おっしゃっていただきました、形

は違えどもということでしたけれども、

商店街の活性化をあきらめないで粘り強

くやっていく、進めていくというために

も、この商品券発行事業の継続をぜひと

もお願いをしたいと思います。

　まず、便利な、明るくて、にぎやかな

商店街が地元にあるところに人は集まっ

て来ます。本当に人っ子一人いないよう

なまちになかなか商店もない、自動販売

機しかないというようなところには、引っ

越そうとなかなか人は思わないし、家族

連れなんか特にそうですね、お買い物で

きるところがある。あるいは高齢者の人

は対面式で温かい対応をしてもらえると

いうことで、商店街の必要性が今さらな

がらに求められている時代ではないかな

と思いますので、本市にとっても、家族

連れの人に引っ越して来ていただく。高

齢者が外に出て健康で自分でお買い物が

できて、やはり地域の横の連携もあると、

地域コミュニティも充実してくるという

点においては、価値的に考えていただけ

れば、やはりベースになっていく問題で

はないかなと思います。

　ここの部分、ここの部分ということで

考えていくのではなくて、やっぱりまち

づくりを今本当に大きな力で摂津市も取

り組みをされて、前へ進んでいっている

最中でございますので、本当に全体観に

立って連携し合いながら、いかに摂津を

本当に付加価値のあるまちをつくり上げ

ていくかということだと思いますので、

その一環としてもこの商業活性化の条例

をはじめとする施策を、また前へ進めて

いく意味においても、この商品券発行事

業の継続をもう切に切にお願いをして、

要望しておきたいと思います。よろしく

お願いいたします。
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　この子宮がん、乳がん等々の取り組み

でございますけれども、本市は本当にしっ

かりと無料クーポンの発行等をはじめと

して、がん予防施策については市長も本

会議で宣言をしていただいたように、前

向きな取り組みをしていただいておりま

すけれども、現在、国がこういった状況

でございますので、無料クーポンは５歳

刻みということになっておりますけれど

も、それ以外の方々につきましても、現

状の５歳刻みを、本当にできればその間

にもう一回ぐらい、何回かおきに挟んで

いくとかですね、３年ごとにできれば一

番いいわけですけれども、その分、本市

の負担が大きくなるということもありま

すが、しっかりと何か工夫を凝らして、

プラスアルファーというものをやはり考

えながら、この食生活の変化、又は高齢

化などにより、このがん予防施策という

ものが本当に注目される時代、社会とな

りましたので、先んじて頑張って取り組

みをしていただいている本市におかれま

しては、また、更にこの受診機会の拡大

と充実を図っていただいて、受診率の向

上にしっかりと貢献していただけるよう

に頑張っていただきたいと思いますので、

更に、がん予防施策が進みますよう、要

望とさせていただきます。

　以上で終わります。

○森内一蔵委員長　ほかに質疑のある方、

ないですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○森内一蔵委員長　以上で、質疑を終わ

ります。

　暫時休憩します。

（午後５時２３分　休憩）

（午後５時２４分　再開）

○森内一蔵委員長　委員会を再開いたし

ます。

　本日の委員会はこの程度にとどめ散会

します。

（午後５時２５分　散会）

　委員会条例第２９条第１項の規定によ

り、署名する。

　民生常任委員長　　森　内　一　蔵

　民生常任委員　　　本　保　加津枝
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